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本
稿
の
課
題
と
世
田
谷
二
十
ケ
村
の
祠
堂
金
に
つ
い
て

前
稿
で
は
世
田
谷
二
十
ケ
村
が
彦
根
藩
伊
井
家
の
支
配
村
落
と
し
て

編
成
さ
れ
る
と
、
彦
根
藩
は
世
田
谷
村
の
豪
農
で
あ
り
、
且
つ
大
場
家

の
本
家
か
ら
分
家
し
た
大
場
市
左
衛
門
家
を
代
官
と
し
て
就
任
さ
せ
、

六
代
目
迄
代
官
役
を
代
々
世
襲
化
さ
せ
た
。

彦
根
藩
は
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
年
）
に
四
代
目
藩
主
伊
井
直
興
が

就
任
す
る
や
、
近
江
大
洞
に
弁
財
天
堂
を
日
光
の
東
照
宮
を
模
し
て
造

営
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
建
設
資
金
は
奉
加
金
＝
祠
堂
金
の
名
目
銀
を

募
集
し
、
こ
の
資
金
集
め
に
世
田
谷
二
十
ケ
村
も
対
象
と
し
た
。
奉
加

帳
に
は
鳥
目
と
し
て
名
目
銀
を
投
じ
た
六
千
二
百
二
拾
七
人
の
村
落
別

氏
名
を
記
載
し
て
い
る
。
更
に
、
こ
の
奉
加
帳
は
家
族
構
成
、
男
女

別
、
及
び
身
分
別
（
下
人
男
女
）
の
記
録
を
も
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
祠
堂
名
目
銀
の
記
録
は
、
同
時
に
、
世
田
谷
二
十
ケ
村
の

豪
農
下
人
経
営
と
そ
の
家
族
構
成
と
の
歴
史
的
な
結
合
関
係
を
表
わ
す

原
資
料
と
も
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
稿
で
は
、
こ
の
「
彦
根
大
洞
弁
財

天
建
立
鳥
目
寄
帳
」
を
掲
げ
、
そ
の
歴
史
的
資
料
と
し
て
全
文
を
掲
げ

た
次
第
で
あ
る
。

＊（おおば よしお）北海学園大学開発研究所特別研究員
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こ
の
弁
天
堂
の
建
設
資
金
を
祠
堂
名
目
銀
と
し
て
広
汎
に
集
金
す
る
撤
収
方

法
は
江
戸
時
代
の
寺
社
に
お
け
る
災
害
・
火
災
か
ら
の
再
建
策
と
し
て
関
西
、

と
り
わ
け
大
阪
を
中
心
に
採
用
さ
れ
、
寺
社
、
宮
の
経
営
を
強
靭
化
す
る
の
に

大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。
寺
社
の
安
定
的
経
営
は
徳
川
幕
藩
体
制
の
確
立

基
盤
で
あ
る
士
農
工
商
の
身
分
的
家
制
度
を
民
族
宗
教
の
檀
家
に
編
入
す
る
こ

と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
の
大
義
を
全
国
的
に
展
開
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
と
同
時
に
、
寺
社
経
営
は
宗
門
改
帳
の
作
製
を
通
し
て
全
国
町
村
の
人

口
を
国
民
と
し
て
統
一
的
に
掌
握
す
る
町
村
の
戸
籍
役
場
と
し
て
の
機
能
す
る

と
同
時
に
、
全
国
の
末
端
に
ま
で
徳
川
幕
藩
体
制
の
宗
教
政
策
を
推
進
す
る
行

政
機
構
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
徳
川
幕
藩
体
制
は
こ
う
し
た
宗
門

改
帳
の
全
国
的
実
施
を
通
し
て
神
仏
習
合
の
確
立
を
計
り
、
さ
ら
に
天
皇
制
を

も
内
包
す
る
宗
教
政
策
を
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
徳
川
幕
藩
体
制
は

寺
社
経
営
の
安
定
化
と
そ
の
推
進
と
に
よ
っ
て
伝
統
的
民
族
宗
教
と
軍
事
力
＝

武
威
と
の
結
合
に
よ
っ
て
純
粋
封
建
的
国
家
と
し
て
発
達
す
る
こ
と
を
可
能
に

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
図
表
-⚑
は
徳
川
幕
藩
体
制
の
歴
史
構
造
を
現
わ
し
、

全
体
像
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
世
田
谷
二
十
ケ
村
の
代
官
は
分
家
の
大
場
市
左
衛
門
家
か
ら
七
代
目

の
本
家
に
養
子
と
な
る
大
場
弥
十
郎
へ
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
大
場
弥
十
郎
代
官
を
苦
し
め
た
の
は
彦
根
藩
伊
井
家
の
関
東
に
お
け
る
菩

提
寺
と
な
る
豪
徳
寺
の
祠
堂
金
貸
付
に
よ
る
金
融
的
負
担
の
大
き
さ
で
あ
り
、

災
害
、
飢
饉
そ
し
て
不
作
に
よ
る
危
機
的
破
産
を
加
重
化
さ
れ
る
こ
と
で
世
田

谷
二
十
ケ
村
を
再
建
す
る
こ
と
が
新
し
く
代
官
と
な
っ
た
大
場
弥
十
郎
の
新
し

い
歴
史
的
任
務
と
し
て
課
せ
ら
れ
る
。

こ
こ
に
、
本
稿
の
課
題
と
な
る
大
場
弥
十
郎
代
官
の
世
田
谷
二
十
ケ
村
再
建

策
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
徳
川
幕
藩
体
制
も
八
代
将
軍
吉
宗

の
時
に
、
大
岡
忠
相
江
戸
町
奉
行
の
働
き
に
よ
っ
て
律
令
体
制
の
画
期
的
発
展

を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
が
、
火
災
、
災
害
、
飢
饉
そ
し
て
不
作
等
が
徳
川
幕
藩

体
制
の
農
本
主
義
を
衰
退
さ
せ
、
米
価
高
騰
と
貨
幣
改
鋳
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
に
よ
っ
て
、
農
民
一
揆
、
米
屋
襲
撃
・
打
ち
壊
し
等
を
全
国
化
さ
せ

る
。
そ
し
て
、
欧
米
か
ら
の
貿
易
を
求
め
る
要
求
が
年
々
強
ま
り
、
と
り
わ

け
、
中
国
で
の
阿
片
戦
争
に
よ
る
植
民
地
化
は
日
本
の
薩
摩
・
長
州
藩
の
尊
皇

攘
夷
に
火
を
つ
け
、
王
政
復
古
へ
の
道
（
＝
明
治
絶
対
主
義
）
を
新
し
い
政
治

図表-1 徳川幕藩体制の歴史構造（国家家族共同体）
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司
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仏
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仏
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融
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立
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衆
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ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
登
場
さ
せ
る
契
機
と
な
る
。

八
代
将
軍
吉
宗
か
ら
十
五
代
将
軍
慶
喜
ま
で
の
徳
川
幕
藩
体
制
の
中
期
か
ら

後
期
へ
の
移
行
過
程
は
破
乱
に
富
ん
だ
衰
退
過
程
の
ジ
グ
ザ
グ
道
の
歩
み
と
な

る
。
田
沼
意
次
の
商
法
は
徳
川
幕
藩
体
制
の
経
済
体
制
を
確
立
す
る
の
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
。
す
な
わ
ち
、
徳
川
幕
藩
体
制
は
吉
宗
の
律
令
体
制
の
確
立
に

よ
っ
て
法
治
支
配
の
礎
を
固
め
る
が
、
し
か
し
、
商
法
の
経
済
秩
序
と
価
格
安
定

政
策
と
を
欠
落
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
経
済
政
策
で
の
脆
弱
性
を
解
き
放
ち
、
経
済

基
盤
を
強
靭
化
し
た
の
が
田
沼
意
次
に
よ
る
株
仲
間
の
問
屋
制
度
（
ギ
ル
ド
）
へ

の
導
入
と
そ
の
確
立
で
あ
る
。
こ
う
し
た
田
沼
意
次
の
株
仲
間
・
問
屋
制
の
導
入

は
商
品
経
済
の
安
定
価
格
と
商
品
取
引
の
利
益
（
口
銭
の
収
入
）
と
を
保
障
し
、

カ
ル
テ
ル
価
格
の
全
国
的
発
達
を
育
く
む
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
田
沼
意
次
に
よ

る
株
仲
間
・
問
屋
制
度
は
士
農
工
商
の
経
済
基
盤
を
確
立
す
る
経
済
政
策
と
し

て
機
能
し
、
商
法
に
よ
る
経
済
政
策
と
し
て
定
着
す
る
。
次
の
松
平
定
信
は
倹
約

と
帰
農
主
義
を
強
化
し
、
ま
た
、
飢
饉
へ
の
備
蓄
米
制
度
を
奨
励
し
た
。
し
か

し
、
松
平
定
信
は
農
本
主
義
の
衰
退
と
米
価
高
騰
と
に
よ
っ
て
没
落
す
る
零
細

農
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
雇
傭
労
働
者
群
を
人
足
寄
場
、
或
い
は
佐
渡
金
山
へ
の

坑
夫
と
し
て
取
り
込
み
、
近
代
的
自
由
労
働
制
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
近

代
的
自
由
労
働
制
は
資
本
の
本
源
的
蓄
積
過
程
の
先
駆
的
形
態
と
し
て
展
開
す

る
が
、
こ
こ
に
封
建
制
か
ら
資
本
制
へ
の
移
行
を
促
す
形
と
な
る
。
明
治
時
代

に
入
り
、
こ
の
近
代
的
自
由
労
働
制
は
留
岡
幸
助
に
よ
っ
て
囚
人
労
働
へ
の
職

業
訓
練
を
導
入
し
、
資
本
主
義
企
業
へ
の
雇
傭
労
働
を
育
く
む
役
割
を
果
す
。

松
平
定
信
が
倹
約
制
度
を
採
用
し
た
が
、
よ
り
一
層
強
化
し
よ
う
と
し
た
の

は
天
保
の
改
革
推
進
者
で
あ
る
水
野
忠
邦
で
あ
る
。
水
野
忠
邦
は
松
平
定
信
の

近
代
的
自
由
労
働
制
に
対
応
す
る
近
代
的
商
法
の
推
進
を
最
大
の
改
革
課
題
と

し
、
田
沼
意
次
の
改
革
成
果
で
あ
る
価
格
カ
ル
テ
ル
の
統
制
組
織
で
あ
る
株
仲

間
・
問
屋
制
度
を
解
体
し
、
代
り
に
自
由
競
争
の
近
代
的
経
済
組
織
を
導
入
し

よ
う
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
米
価
騰
貴
と
物
価
急
騰
は
徳
川
幕
藩
体
制
の
崩
壊

原
因
と
な
り
、
全
国
に
米
騒
動
と
打
ち
壊
し
運
動
を
広
め
る
原
因
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
全
国
へ
の
倒
幕
運
動
は
徳
川
幕
藩
体
制
の
経
済
政
策
、
と
り
わ
け
商

法
に
よ
る
士
農
工
商
の
経
済
基
盤
（
米
価
と
問
屋
の
カ
ル
テ
ル
価
格
統
制
と
の

連
動
）
の
崩
壊
の
中
か
ら
拡
大
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

他
方
、イ
ギ
リ
ス
の
清
国
に
お
け
る
阿
片
戦
争
の
影
響
は
政
治
的
に
徳
川
幕
藩

体
制
の
崩
壊
へ
導
く
導
火
線
と
な
り
、孝
明
天
皇
と
将
軍
家
茂
と
の
対
立
、そ
し

て
公
武
合
体
運
動
は
王
政
復
古
と
し
て
の
天
皇
絶
対
王
政
を
育
く
み
、
武
士
道

に
依
拠
し
た
徳
川
幕
藩
体
制
の
軍
事
力
の
脆
弱
性
を
露
呈
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
王

政
復
古
が
神
仏
習
合
を
禁
止
し
て
廃
仏
毀
釈
運
動
を
起
こ
し
、
神
道
を
民
族
宗

教
と
す
る
新
し
い
宗
教
国
家
の
建
設
に
入
り
、
こ
こ
に
明
治
維
新
は
神
道
と
藩
閥

＝
軍
事
力
と
の
結
び
つ
き
に
よ
る
新
し
い
絶
対
王
政
へ
と
歩
み
始
め
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
徳
川
幕
藩
体
制
は
吉
宗
の
確
立
期
か
ら
明
治
維
新
ま
で
、

つ
ま
り
、
⚑
⚗
⚔
⚕
年
（
延
享
二
年
）
か
ら
⚑
⚘
⚖
⚘
年
（
明
治
元
年
）
へ
の

⚑
⚒
⚐
年
余
り
に
お
い
て
大
阪
の
経
済
体
制
に
支
え
ら
れ
て
発
展
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
徳
川
幕
藩
体
制
の
中
に
お
い
て
吉
宗
か
ら
慶
喜
ま
で
の
後
半
期
に
お

い
て
経
済
の
中
心
を
成
し
た
の
は
大
阪
で
あ
る
。
大
阪
は
日
本
全
国
の
中
心
経

済
都
市
と
し
て
確
立
し
、
政
治
の
中
枢
都
市
で
あ
る
江
戸
と
二
本
柱
を
形
成
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
都
市
の
大
阪
を
支
え
た
の
は
㈠
畿
内
を
中
心
に
す
る

農
村
工
業
の
発
達
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
木
綿
工
業
、
油
産
業
、
酒
造
業
を
三

位
一
体
と
す
る
製
造
業
の
発
達
で
あ
る
。
第
二
に
こ
れ
ら
木
綿
、
油
、
酒
の
原

料
を
全
国
か
ら
大
阪
へ
供
給
す
る
た
め
、
大
阪
の
問
屋
・
仲
買
に
よ
る
こ
れ
ら

(3)
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供
給
生
産
者
（
農
村
の
織
元
・
油
屋
・
酒
造
業
者
）
へ
の
資
金
の
前
貸
し
に
よ

る
供
給
源
の
獲
保
で
あ
る
（
前
期
的
資
本
及
び
高
利
貸
資
本
の
貸
付
・
融
資
）。

第
三
に
、
大
阪
は
主
要
に
九
州
、
四
国
そ
し
て
中
国
か
ら
廻
送
さ
れ
る
大
名
米

を
堂
島
米
市
場
で
入
札
し
、
米
代
金
に
代
え
る
全
国
唯
一
の
米
取
引
に
よ
る
為

替
両
替
店
を
発
展
さ
せ
、
全
国
の
金
融
市
場
の
中
心
地
と
し
て
発
達
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
大
阪
で
の
為
替
両
替
店
の
発
達
は
、
大
阪
の
銀
貨
が
江
戸
の
金
貨

を
凌
駕
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
日
本
で
の
銀
貨
優
位
制
は
幕
末
に
お
い

て
外
国
貿
易
の
取
引
の
中
で
安
い
金
の
大
量
流
出
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
後
の
日

本
経
済
の
不
安
定
性
要
因
と
な
る
。
大
阪
の
銀
貨
経
済
と
そ
の
繁
栄
は
大
阪
を

金
融
市
場
の
中
心
地
に
位
置
づ
け
、
日
本
全
国
の
商
品
取
引
、
金
融
取
引
の
中

枢
地
に
据
え
る
。
と
同
時
に
、
大
阪
の
金
融
市
場
は
全
国
的
な
寺
社
の
名
目
銀

市
場
と
化
し
、
全
国
の
寺
社
か
ら
祠
堂
金
、
富
興
行
、
勧
化
、
貸
付
金
等
の
金

融
市
場
と
し
て
発
達
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
阪
の
金
融
市
場
は
全

国
の
寺
社
の
名
目
銀
市
場
を
内
包
し
、
寺
社
の
経
営
を
支
え
る
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
第
四
に
、
大
阪
が
全
国
の
商
品
流
通
の
中
心
地
と
し
て
発
達
す
る

要
因
と
な
っ
た
の
は
全
国
か
ら
大
阪
に
集
ま
る
商
品
を
樽
前
廻
船
と
菱
垣
廻
船

と
で
江
戸
廻
り
荷
物
と
し
て
発
送
し
た
か
ら
で
あ
る
。
大
阪
の
二
十
四
組
江
戸

積
問
屋
は
江
戸
十
組
問
屋
か
ら
の
注
文
を
受
け
て
綿
、
油
、
木
綿
、
砂
糖
、
鰹

節
、
銀
、
紙
等
を
送
り
、
さ
ら
に
貸
金
ま
で
世
話
を
し
、
金
融
市
場
を
背
景
に

す
る
信
用
を
供
与
し
て
商
品
取
引
の
拡
大
に
力
を
注
ぐ
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
阪
は
日
本
全
国
の
流
通
市
場
の
中
心
と
し
て
、
さ
ら
に

江
戸
廻
り
商
品
の
供
給
基
地
と
し
て
全
国
経
済
の
循
環
運
動
を
信
用
力
の
融
資

で
展
開
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
阪
は
水
野
忠
邦
に
よ
る
天
保
の
改
革

か
ら
株
・
問
屋
制
度
の
廃
止
、
さ
ら
に
、
江
戸
廻
り
荷
物
の
兵
庫
津
へ
の
移

行
、
畿
内
農
村
工
業
の
発
達
等
に
よ
っ
て
漸
次
衰
退
へ
向
か
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
大
阪
経
済
、
金
融
市
場
の
衰
退
は
寺
社
経
営
の
鼎か

な
え

と
な
っ
て
い

た
祠
堂
銀
、
富
興
行
、
貸
付
金
等
の
縮
少
か
ら
勧
化
、
札
配
布
へ
の
移
行
と
な

り
、
寺
社
経
営
を
危
機
に
陥
し
入
れ
る
。
そ
し
て
、
徳
川
幕
藩
体
制
は
寺
社
経

営
の
衰
退
に
よ
っ
て
伝
統
宗
教
の
支
え
を
失
っ
て
い
き
、
精
神
、
思
想
的
強
靭

性
を
も
消
滅
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

本
稿
の
課
題
は
前
半
に
お
い
て
大
阪
で
の
寺
社
経
営
を
支
え
て
い
た
名
目

銀
・
祠
堂
銀
の
発
達
と
そ
の
衰
退
を
実
証
分
析
し
、
後
半
に
お
い
て
世
田
谷
二

十
ケ
村
で
の
豪
徳
寺
祠
堂
金
を
巡
る
大
場
弥
十
郎
代
官
の
活
躍
を
明
ら
か
に
す

る
。
こ
れ
ら
の
分
析
は
史
料
に
基
づ
く
実
証
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
稿
で
は

主
に
前
半
で
の
大
阪
の
名
目
銀
形
態
と
そ
の
展
開
を
対
象
と
す
る
。

⚑

寺
社
の
名
目
銀
形
態
と
そ
の
資
料
的
分
析

図
表
-⚒
と
図
表
-⚓
と
に
お
け
る
寺
社
の
名
目
銀
形
態
は
図
表
-⚑
の
徳
川

幕
藩
体
制
の
歴
史
構
造
、
と
り
わ
け
思
想
及
び
精
神
構
造
を
特
徴
づ
け
る
封
建

的
民
族
宗
教
と
国
家
権
力
と
を
結
合
さ
せ
る
役
割
を
果
す
の
で
あ
る
。
徳
川
幕

藩
体
制
を
支
え
る
民
族
宗
教
と
国
家
権
力
の
融
合
は
寺
社
の
神
仏
習
合
を
徳
川

幕
府
を
頂
点
に
す
る
純
粋
封
建
支
配
体
制
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
機
能
す
る
。

す
な
わ
ち
、
徳
川
封
建
制
の
精
神
・
思
想
構
造
は
神
仏
習
合
の
象
徴
で
あ
る
伝

統
的
家
父
長
制
＝
家
制
度
と
先
祖
代
々
の
墓
の
長
男
継
承
制
と
の
結
合
、
つ
ま

り
、
檀
家
制
度
と
に
よ
っ
て
具
体
的
に
強
靭
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
制
に
よ
る
寺
社
の
戸
籍
簿
作
成
と
家
族
の

宗
門
改
め
と
は
封
建
的
身
分
制
の
国
民
的
統
一
と
氏
族
共
同
体
の
思
想
・
精
神

(4)



的
支
柱
と
を
強
靭
化
す
る
役
割
を
果
た
す
。
し
た
が
っ
て
、
徳
川
幕
藩
体
制
は

寺
社
の
神
仏
習
合
に
よ
っ
て
精
神
的
・
思
想
的
に
強
靭
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
日
本
の
歴
史
上
二
百
六
十
年
余
り
の
長
期
政
権
と
し
て
発
展
し
、
日
本
の
歴

史
上
特
異
な
時
代
を
築
く
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
徳
川
幕
藩
体
制
の
長
期
支
配
に
お
け
る
精
神
的
・
思
想
的
支
柱
と

し
て
機
能
す
る
神
仏
習
合
は
幕
藩
の
手
厚
い
保
護
と
育
成
政
策
と
に
よ
っ
て
発

展
を
見
る
の
で
あ
る
。
そ
の
端
的
な
現
わ
れ
と
し
て
の
宗
教
政
策
は
寺
社
の
維

持
・
発
展
で
あ
り
、
そ
の
一
端
と
し
て
寺
社
へ
の
名
目
銀
形
態
の
形
を
取
る
保

護
・
育
成
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。

と
す
る
な
ら
、
具
体
的
な
名
目
銀
形
態
の
分
析
は
こ
う
し
た
徳
川
幕
藩
体
制

の
長
期
的
発
展
を
育
く
む
要
因
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
寺
社
の
名
目
銀
形
態
は
も
う
一
つ
の
側
面
を
有
し
、

農
村
・
町
の
富
を
収
奪
す
る
前
期
的
資
本
、
或
い
は
高
利
貸
資
本
と
し
て
役
割

を
果
し
、
農
民
・
町
人
を
奈
落
の
底
に
突
き
落
と
す
役
割
を
果
す
と
い
う
二
面

性
を
有
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
、
寺
社
の
名
目
銀
形
態
の
分
析
を
大
阪

を
中
心
に
行
な
い
、
も
う
一
つ
の
負
の
面
で
の
分
析
は
関
東
に
お
け
る
世
田
谷

二
十
ケ
村
と
代
官
大
場
弥
十
郎
に
よ
る
彦
根
藩
の
祠
堂
金
貸
付
の
苛
酷
性
へ
の

対
応
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
果
さ
れ
る
。

㈠

寺
社
名
目
銀
形
態
の
類
型
と
時
代
区
分

大
阪
が
寺
社
の
名
目
銀
に
お
け
る
金
融
市
場
と
し
て
発
達
す
る
こ
と
は
次
の

図
表
-⚒
「
寺
社
の
名
目
銀
形
態
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
図
表
-⚒
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
寺
社
の
名
目
銀
形
態
は
八
種
類
に
類

型
化
さ
れ
、と
同
時
に
、時
代
区
分
の
順
序
を
現
わ
し
て
い
る
。つ
ま
り
、寺
社
の
名

目
銀
形
態
は
①
祠
堂
金
が

最
初
に
現
わ
れ
、②
富
興

行
で
の
発
展
期
を
迎
え
、

富
興
行
は
56
件
数
の
う
ち

半
数
を
超
え
る
29
件
と
な

り
、寺
社
経
営
の
確
立
を

支
え
る
。③
の
勧
化
は
名

目
銀
形
態
の
古
典
的
形
態

で
あ
り
、地
方
巡
り
を
し

て
勧
化
＝
鳥
目
の
寄
進
を

受
け
、地
方
信
徒
・
壇
家
の
信
者
の
熱
い
信
仰
心
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
①
祠
堂
金
、
②
富
興
行
そ
し
て
③
勧
化
は
寺
社
の
経
営
を
確
立
す
る

の
に
大
き
な
役
割
を
果
し
、
と
同
時
に
、
大
阪
の
経
済
・
金
融
市
場
に
大
き
く

包
摂
さ
れ
て
発
達
す
る
。

し
か
し
、
名
目
銀
形
態
は
富
興
行
の
確
立
期
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
狂
乱
の
黄

金
時
代
か
ら
漸
次
、
衰
退
期
へ
移
行
す
る
と
、
④
寺
社
の
神
仏
札
販
売
、
⑤
貸

付
金
そ
し
て
⑥
献
金
・
寄
進
へ
と
役
員
僧
に
よ
る
地
道
な
地
方
巡
り
、
或
い
は

信
徒
・
壇
家
巡
り
と
な
り
、
大
衆
の
熱
狂
的
賭
け
熱
に
支
え
ら
れ
た
時
代
を
昔

日
の
こ
と
の
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

名
目
銀
形
態
の
時
代
区
分
は
同
時
に
大
阪
の
経
済
と
金
融
市
場
の
発
達
と
衰

退
へ
の
転
変
と
軸
を
一
つ
に
し
て
展
開
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
次
の
図
表
-⚓

「
大
阪
の
名
目
銀
形
態
と
そ
の
時
代
分
布
一
覧
表
」
に
示
さ
れ
る
。

こ
の
図
表
-⚓
は
安
永
三
年
（
一
七
四
四
）
か
ら
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
ま

で
の
百
二
拾
一
年
間
に
お
け
る
名
目
銀
形
態
五
拾
六
件
を
時
代
毎
に
表
示
し
た

図表-2 寺社の名目銀形態

寺社の名目銀形態 件数 割合％
①祠 堂 金 3 5
②富 興 行 29 52
③勧 化 8 14
④札 配 布 5 9
⑤貸 付 金 6 11
⑥豊 心 丹 売 1 1
⑦献金・寄進 2 3
⑧そ の 他 2 3

計 56 100％
「大阪市史」第四巻上・下、第五巻より
作成
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図表-3 大阪の名目銀形態とその時代分布一覧表 56 件

和暦 西暦 No 大阪の寺社 ①祠堂金／②富興行／③勧化／④札配賦／⑤貸付金／⑥豊心丹売／⑦献金／⑧その他

安永三 1774 1 三月廿一日 隨心院御門跡富御免 ②
四 1775 2 正月十五日 大乗院御門跡富興行 ②

3 正月十八日 多賀大社富興行 ②
4 四月廿二日 京都西賀茂霊源寺御祠堂銀貸付 ①
5 四月廿五日 青蓮院宮貸付銀 ⑤

天明元 1781 6 五月廿七日 妙法院宮大仏殿御修銀貸付 ⑤
7 閏五月七日 泉涌寺祠堂金貸付 ①
8 閏五月十八日 城刕八幡社勧化 ③
9 閏五月十九日 甲州八幡宮勧化 ③

天明四年 1784 10 十二月十三日 甲刕加賀美村法善寺船勧化 ③(以上 大阪市史第三巻)
寛政元年 1789 11 二月廿六日 摂州平野大念仏寺前大僧正直勧化 ③

12 七月十三日 京都西陣獄門寺相対勧化 ③
13 十月廿一日 大乗院御門跡富興行 ②

四年 1792 14 六月十二日 天満専念寺相対勧化 ③
六年 1794 15 六月朔日 京都東山光雲寺祠堂金 ①
十二年 1800 16 三月八日 天満専念寺相対勧化 ③
文化十四年 1817 17 十月廿日 崇徳天皇社神札御影配附 ④
文政九年 1826 18 二月十三日 江戸芝増上寺貸付金 ⑤

19 二月 林丘寺富興行 ②
20 四月 紀州熊野三山富興行 ②

十年 1827 21 三月七日 座摩宮富興行 ②
22 閏六月廿五日 北岩藏実相院門跡富興行 ②
23 十一月十九日 京愛宕山長床坊富興行 ②

十一年 1828 24 七月 生玉明神富興行 ②
25 八月廿七日 大乗院御門跡富興行 ②
26 十二月 寶鏡寺富興行 ②

十二年 1829 27 九月 相州鎌倉扇谷英勝寺富興行 ②(以上 大阪市史第四巻上)
天保元年 1830 28 八月廿五日 江州多賀大社富興行 ②
二年 1831 29 四月 紀州熊野三山富興行 ②

30 四月 専修寺門跡富興行 ②
31 五月八日 譽田八幡宮富興行 ②
32 十一月廿二日 増上寺富興行 ②

三年 1832 33 十月廿八日 妙法院宮院家常住金剛院富興行 ②
四年 1833 34 正月廿四日 仁和寺宮富興行 ②

35 八月十日 妙法院宮富興行 ②
36 九月廿四日 摂州東成郡四天王寺富興行 ②
37 十月廿七日 輪王寺宮富興行 ②
38 十二月廿八日 紀州三山富興行 ②

五年 1834 39 二月廿二日 本光院宮富興行 ②
40 五月十二日 仁和寺宮富興行 ②
41 六月朔日 尾州熱田宮富興行 ②
42 十月九日 尾州一宮富興行 ②

七年 1836 43 十二月廿一日 紀州熊野三山貸付金 ⑤
八年 1837 44 正月十八日 紀州熊野三山富興行 ②

嘉永元年 1848 45 八月 摂刕了徳院相対勧化 ③
46 十二月 知恩院宮貸付金 ⑤

三年 1850 47 十二月六日 宮門跡貸付金 ⑤
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も
の
で
あ
る
。既
に
述
べ
た
よ
う
に
名
目
銀
形
態
の
七
種
類
と
そ
の
時
代
区
分
は

富
興
行
を
頂
点
に
す
る
黄
金
時
代
か
ら
一
転
し
て
衰
退
へ
の
道
を
歩
み
、地
方

巡
り
に
よ
る
寺
社
の
札
配
布
、寄
進
・
献
金
へ
の
地
道
な
札
売
り
へ
と
後
退
す
る
。

こ
う
し
た
名
目
銀
の
七
種
類
と
そ
の
時
代
区
分
の
概
観
が
図
表
-⚓
を
中
心

に
歴
史
的
推
移
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
、
次
の
課
題
は
、
名
目
銀
形
態
に
お
け

る
七
種
類
の
文
献
形
態
を
類
型
化
し
、
抽
出
し
て
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。

㈡

寺
社
名
目
銀
形
態
七
種
類
の
文
献
資
料
と
時
代
区
分

一

寺
社
名
目
銀
形
態
七
種
類
の
文
献
資
料

①

祠
堂
金
の
文
献
資
料
と
そ
の
内
容

和暦 西暦 No 大阪の寺社 ①祠堂金／②富興行／③勧化／④札配賦／⑤貸付金／⑥豊心丹売／⑦献金／⑧その他

48 ◎大阪表貸付願済の諸名目金融 ⑧
－妙法院宮御抱大仏殿修復料金貸付
－青蓮院宮御祠堂金貸付
－知恩院宮御用意金貸付
－霊鑑寺宮御回向料并祠堂金貸付
－光雲寺祠堂銀貸付
－泉涌寺祠堂銀貸付
－霊源寺祠堂銀貸付
－高野山大徳院修復料金貸付
－紀伊殿用途金貸付
－紀刕熊野三山修復料金貸付
－紀刕蔵屋敷二而取扱＞江戸芝鑑蓮社修復料金貸付
－尾刕蔵屋敷二而取扱＞江戸芝天光院修復料金貸付

安政三年 1856 49 二月朔日 四天王寺寄進物町内家別に寄進を募る ⑦
五年 1858 50 二月十六日 嵯峨御所大覚寺の配守 ④

51 十月七日 城州幡枝村圓通寺の配札 ④
萬延元年 1860 52 十二月十二日 安井門跡境内崇徳天皇御宮神札御影の配賦 ④
文久二年 1862 53 二月廿七日 和州西大寺豊心丹売弘 ⑥

54 七月十六日 城州八幡社神札の配賦 ④
慶応元年 1865 55 四月九日 天満東寺町専念寺相対勧化 ③

56 四月十三日 天満川崎及四天王寺両宮修復につき有志の献金を促す

（「大阪市史」第四下）

図表-3 大阪の名目銀形態とその時代分布一覧表 56 件（つづき）
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②

富
興
行
の
文
献
資
料
と
そ
の
内
容
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③

勧
化
の
文
献
資
料
と
そ
の
内
容
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④

札
配
賦
の
文
献
資
料
と
そ
の
内
容
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⑤

貸
付
金
の
文
献
資
料
と
そ
の
内
容
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⑥

豊
心
丹
売
の
文
献
資
料
と
そ
の
内
容

⑦

寄
進
・
献
金
の
文
献
資
料
と
そ
の
内
容
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二

寺
社
名
目
銀
形
態
七
種
類
と
時
代
区
分
の
特
徴
─
大
阪
と
江
戸
の
比

較

前
号
で
は
彦
根
藩
の
祠
堂
金
の
資
料
分
析
を
行
い
、
祠
堂
金
記
録
の
対
象
と

な
っ
た
世
田
谷
二
十
ケ
村
の
家
族
構
成
と
豪
農
の
下
人
経
営
と
の
相
関
関
係
か

ら
世
田
谷
二
十
ケ
村
を
支
配
す
る
地
主
手
作
経
営
の
中
世
的
特
質
を
抽
出
し
、

速
水
融
の
「
近
世
農
村
の
歴
史
人
口
学
的
研
究
」
の
学
説
を
世
田
谷
二
十
ケ
村

の
豪
農
経
営
の
中
に
見
出
し
、
確
認
を
試
み
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
お
い
て

世
田
谷
二
十
ケ
村
に
お
い
て
再
た
び
祠
堂
銀
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
、
村
落
の

衰
退
、
ひ
い
て
は
崩
壊
す
る
危
機
に
陥
っ
て
い
る
事
態
が
生
じ
る
。
彦
根
藩
は

前
回
の
大
洞
弁
財
天
建
立
資
金
と
し
て
鳥
目
の
寄
進
を
世
田
谷
二
十
ケ
村
代
官

大
場
市
左
衛
門
に
指
示
す
る
の
で
あ
る
。

他
方
、大
場
家
の
分
家（
市
左
衛
門
）か
ら
本
家（
弥
十
郎
）へ
代
官
職
が
移
っ

た
の
は
寛
政
五
年（
一
七
九
三
）の
こ
と
で
あ
る
。既
に
、彦
根
藩
は
世
田
谷
上
町

に
在
る
豪
徳
寺
を
江
戸
で
の
菩
提
寺
と
し
て
位
置
づ
け
、そ
の
寺
院
経
営
の
安

定
化
を
計
る
た
め
豪
徳
寺
祠
堂
金
の
貸
付（
一
割
の
利
子
付
）を
世
田
谷
二
十
ケ

村
に
課
し
、そ
の
高
利
子
の
収
入
で
豪
徳
寺
の
経
営
を
安
定
的
に
営
な
ん
で
い

た
。例
え
ば
三
千
両
の
一
割
利
子
は
年
三
百
両
と
な
り
、飢
饉
、不
作
、そ
し
て
災

害
の
時
に
は
世
田
谷
二
十
ケ
村
の
破
綻
に
陥
し
込
む
負
担
と
な
る
。世
田
谷
二

十
ケ
村
の
衰
退
を
も
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
こ
の
豪
徳
寺
祠
堂
金
の
問
題
は
世

田
谷
二
十
ケ
村
だ
け
の
問
題
で
な
く
、既
に
前
述
し
た
よ
う
に
大
阪
の
金
融
市

場
を
背
景
に
し
て
全
国
的
現
象
と
化
す
る
の
で
あ
る
。こ
の
た
め
、大
阪
の
金
融

市
場
が
こ
れ
ら
寺
院
の
名
目
銀
形
態（
七
種
類
）の
引
受
市
場
と
な
っ
て
、全
国

に
世
田
谷
二
十
ケ
村
の
苦
し
み
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
と
り
わ
け
、
寺

院
の
名
目
銀
形
態
を
富
興
行
と
し
て
大
規
模
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
大
阪
の
寺
社
富
興
行
は
大
阪
の
「
天
下
の
台
所
」
を
背
景
に
し
て
大

規
模
に
発
展
し
、
江
戸
の
寺
社
富
興
行
で
の
最
大
で
あ
る
根
津
神
社
の
発
行
札

数
三
万
六
千
枚
に
対
し
て
十
二
万
枚
と
約
四
倍
弱
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

江
戸
の
寺
社
富
興
行
の
発
行
札
数
と
損
益
規
模
は
次
の
図
表
-⚔
に
示
さ
れ
る
。

こ
の
図
表
-⚔
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
寺
社
の
富
興
行
は
札
数
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
札
発
行
へ
の
純
益
率
を
高
め
る
傾
向
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
寺
社
は
札

発
行
数
を
大
規
模
に
し
て
純
利
益
率
を
高
め
よ
う
と
す
る
。
富
興
行
の
規
模
が

小
規
模
な
段
階
で
は
利
益
率
が
三
十
％
台
と
な
る
。
札
発
行
が
中
規
模
の
二
万

札
を
超
え
る
と
利
益
率
は
四
〇
％
か
ら
五
〇
％
へ
の
上
昇
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
。

江
戸
の
寺
社
富
興
行
は
、
大
阪
よ
り
早
期
に
普
及
し
、「
元
禄
～
享
保
期
に

さ
か
ん
に
な
り
」「「
御
免
富
」
と
し
て
公
的
に
認
可
さ
れ
た
も
の
の
み
が
興
行

を
許
さ
れ
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
財
政
が
逼
迫

し
て
い
た
幕
府
に
と
り
、
拝
領
金
な
ど
寺
社
へ
の
直
接
的
な
資
金
援
助
は
重
い

負
担
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
博
打
を
、
寺
社
の
境
内
と
い
う
聖
な
る
空
間
に
封
じ

込
め
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。」（「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ワ
イ
ド
江
戸
時
代
館
」
⚓
⚕

⚔
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
の
寺
社
富
興
行
は
元
禄
─
享
保
期
に
勃
興
し
始
め
、
文
化
─
天
保
期
に

は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
阪
は
寛
政
期
（
一
七
八
九
─
一
八
〇

〇
）
に
寺
社
富
興
行
の
小
規
模
な
形
で
展
開
し
、
そ
し
て
天
保
期
（
一
八
三
〇

─
一
八
四
三
）
に
大
規
模
化
し
て
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
し
か
し
、
大
阪
の
寺
社

富
興
行
は
「
天
下
の
台
所
」
の
衰
退
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
漸
次
後

退
し
始
め
る
の
で
あ
る
。

大
阪
の
金
融
市
場
の
発
達
ピ
ー
ク
は
寺
社
名
目
銀
形
態
の
第
二
類
型
で
あ
る

「
富
興
行
」
の
大
規
模
な
富
札
発
行
の
ピ
ー
ク
と
重
な
る
こ
と
と
な
る
。

図表-4 『江戸大富集』にみる文政末年ごろの富興行一覧

興行場所 興行主 興行月 興行日 発行札数 組数 札料
(⚑枚)

最高
賞金額 最大倍率 売上高 賞金

支払高
売上
純利益

当選率
(％)

純益率
(％)

必要
販売枚数

1 目黒不動 同 所 毎 月 5日 4,000 1 金2朱 100両 800 500両 354両 147両 2.50 35.52 2,580
2 湯島天神 〃 〃 16日 4,000 1 金2朱 100両 800 500両 354両 147両 2.50 35.52 2,580
3 両国回向院 〃 〃 9日 5,000 1 金2朱 100両 800 625両 403両 223両 2.00 41.36 2,932
4 谷中感応寺 〃 〃 18日 3,000 1 金2朱 100両 800 375両 289両 87両 3.33 29.60 2,112
5 浅草金龍山 〃 〃 22日 20,400 1 銀2匁5分 100両 2,400 850両 529両 321両 6.86 56.77 8,820
6 茅場町天神 山王御神主 3・6・9・12 4日 30,000 5 銀2匁8分 300両 6,429 1,400両 818両 582両 5.00 48.08 15,575
7 銀町白籏社 嵯 峨 御 社 1・4・7・10 27日 20,000 2 銀6匁 300両 3,000 2,000両 1,297両 603両 7.00 36.87 12,627
8 愛宕前薬師 富士山本宮 2・5・8・11 13日 24,500 7 金1朱 150両 2,400 1,531両 1,044両 487両 31.42 38.32 15,111
9 神 明 南山科御殿 〃 25日 20,000 4 金1朱 300両 4,800 1,875両 1,316両 559両 26.00 38.71 18,387
10 西久保八幡 同 所 1・4・7・10 13日 20,000 4 銀2匁 90両 2,700 667両 397両 270両 6.00 45.41 10,918
11 神田御社 〃 2・5・8・11 26日 27,000 3 銀2匁5分 150両 3,600 1,125両 680両 445両 7.40 45.35 14,757
12 福徳稲荷社 足利金剛山 3・6・9・12 7日 24,900 3 銀2匁5分 90両 2,160 1,038両 545両 493両 6.02 52.67 11,787
13 室町福徳稲荷 同 所 2・5・8・11 7日 35,000 5 銀3匁2分 300両 5,625 1,867両 1,006両 861両 11.43 51.65 16,924
14 杉ノ森稲荷 陸奥一ノ宮 〃 11日 25,000 5 銀2匁5分 150両 3,600 1,042両 568両 474両 4.80 52.83 11,792
15 杉ノ森稲荷 江ノ島宮本院 1・4・7・10 7日 20,000 2 金1朱 150両 2,400 1,250両 765両 485両 8.00 43.44 11,313
16 根津神社 同 所 3・6・9・12 26日 36,000 4 金1朱 300両 4,800 2,250両 1,545両 705両 4.44 41.50 21,061
17 杉ノ森稲荷 氷 川 明 神 〃 11日 24,500 7 銀2匁7分 150両 3,333 1,103両 615両 488両 6.53 48.86 12,529
18 茅場町薬師 上州一ノ宮 〃 23日 27,000 3 銀3匁3分 150両 2,727 1,485両 989両 496両 10.74 40.33 16,112
19 杉ノ森稲荷 三州妙心寺 〃 13日 21,000 3 銀3匁 150両 3,000 1,050両 600両 450両 7.14 48.18 10,883
20 麻布東福寺 同所(七仏薬師) 1・4・7・10 19日 25,000 5 銀1匁8分 90両 3,000 750両 460両 290両 6.80 45.45 13,637

⬆『江戸大富集』の富くじの興行日や札料（代金）を表にしたもの。庶民は 2000～3000 倍の倍率を勝ち抜いて
90～300 両の賞金を手にした。興行側は 40～50％ほどの利益を見込んでいたが、採算をとるには大量の札を売
りさばく必要（必要販売枚数）があった。寺社の興行には、低倍率の毎月継続型と高倍率の⚓年間の期限つき
年⚔回型とがあった。
（「ビジュアル・ワイド江戸時代館」355 p）
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富
興
行
が
寺
社
名
目
銀
形
態
で
半
数
以
上
を
占
め
、
寺
社
経
営
の
主
要
な
資

金
源
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
明
ら
か
に
し
た
所
で
あ
る
。
初
期
に
お
い
て

富
興
行
は
文
政
期
前
半
（
⚑
⚘
⚑
⚘
─
⚑
⚘
⚒
⚙
）
に
お
い
て
、
②
富
興
行
の

文
献
資
料
Ｂ
の
林
丘
寺
で
富
札
二
万
枚
、
Ｃ
の
妙
法
院
の
一
万
八
千
札
、
Ｅ
の

座
摩
宮
の
札
数
三
万
枚
、
そ
し
て
Ｆ
の
北
岩
藏
実
相
院
の
札
数
三
万
枚
、
ま

た
、
Ｈ
生
玉
明
神
の
札
数
一
万
五
千
余
等
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
政
期
後
半
に

お
い
て
は
富
興
行
の
大
量
発
行
へ
移
行
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｉ
の
大
乗
院
、
Ｊ

の
寶
鏡
寺
、
Ｋ
の
相
州
鎌
倉
扇
谷
英
勝
寺
及
び
Ｌ
の
江
州
多
賀
大
社
も
札
数
三

万
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
の
富
興
行
に
お
け
る
一
万
五
千
の
二
倍
に
達
す
る
。
大

阪
の
金
融
市
場
と
商
品
市
場
も
寺
社
の
名
目
銀
形
態
の
大
規
模
化
、
大
衆
化
と

歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
日
本
経
済
の
頂
点
に
登
り
つ
め
、
経
済
都
市
大
阪
の

地
位
を
確
立
し
、
政
治
都
市
江
戸
と
共
に
日
本
の
中
枢
に
位
置
す
る
よ
う
に
な

る
。
経
済
及
び
商
法
に
お
い
て
大
阪
の
急
成
長
と
そ
の
発
達
は
、
㈠
堂
島
米
市

場
へ
の
全
国
か
ら
の
米
廻
送
に
よ
る
米
取
引
の
確
立
、
㈡
堂
島
米
市
場
へ
の
米
の

全
国
的
入
札
取
引
を
裏
付
け
る
両
替
屋
と
札
差
に
よ
る
金
融
市
場
の
発
達
、
そ

し
て
、
㈢
畿
内
・
兵
庫
の
油
・
木
綿
工
業
そ
し
て
酒
造
り
業
の
商
品
を
江
戸
廻

り
商
品
と
し
て
大
阪
か
ら
樽
前
廻
船
・
菱
垣
廻
船
に
よ
っ
て
大
量
輸
送
の
発
達

を
遂
げ
た
こ
と
、
㈣
全
国
規
模
の
米
取
引
を
可
能
に
す
る
大
名
へ
の
貸
付
金
融

と
、為
替
・
手
形
の
発
行
、他
方
、全
国
か
ら
商
品
、原
料（
油
の
絞
草
、綿
、酒
造
米

等
）へ
の
大
阪
へ
の
廻
送
を
確
保
す
る
た
め
大
阪
の
問
屋
・
仲
買
か
ら
の
貸
付
金
、

融
資
に
よ
る
信
用
供
与
等
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。こ
う
し
た
⑴
全
国
の
米
取

引
、⑵
大
名
融
資
、⑷
江
戸
廻
り
商
品
の
大
量
取
引
と
そ
の
信
用
供
与
等
が
大
阪

を
日
本
経
済
の
中
枢
に
据
え
、大
阪
の
金
融
市
場
を
強
靭
化
す
る
要
因
と
化
す
。

か
く
て
、
大
阪
の
金
融
市
場
が
全
国
の
中
枢
と
し
て
確
立
す
る
と
、
全
国
の

寺
社
名
目
銀
形
態
は
大
阪
の
金
融
市
場
か
ら
寺
社
の
経
営
資
金
の
供
給
と
そ
の

金
融
市
場
で
の
富
発
券
・
信
用
取
引
そ
し
て
融
資
を
求
め
、
大
阪
へ
集
中
す
る

こ
と
と
な
る
。

こ
の
大
阪
の
金
融
市
場
を
最
大
限
に
利
用
し
、
活
用
し
た
の
は
熊
野
三
山
で

あ
り
、
紀
州
藩
の
支
持
を
背
景
に
最
大
の
富
興
行
と
貸
付
業
と
を
展
開
す
る
。

す
な
わ
ち
、
紀
州
熊
野
三
山
は
、
⑴
Ｄ
文
政
九
年
の
富
興
行
が
札
数
拾
八
万

枚
、
⑵
Ｍ
天
保
二
年
の
札
高
十
二
万
枚
、
⑶
Ｔ
天
保
四
年
の
札
数
十
二
万
枚
、

そ
し
て
⑷
Ｃ
天
保
七
年
の
紀
州
熊
野
三
山
御
貸
付
金
拾
万
両
の
実
施
を
す
る
の

で
あ
る
。

②
富
興
行
の
は
な
ば
な
し
い
大
衆
へ
の
熱
狂
的
受
け
入
れ
に
対
し
、
①
祠
堂

銀
と
③
勧
化
と
は
古
典
的
な
寺
社
の
名
目
銀
形
態
で
あ
る
。
②
富
興
行
が
大
衆

の
賭
け
心
、
掛
け
勝
負
熱
を
燃
え
上
が
ら
せ
る
投
機
的
心
理
を
利
用
す
る
の
に

対
し
、
逆
に
③
の
勧
化
は
む
し
ろ
寺
社
側
の
地
道
な
地
方
巡
り
の
努
力
に
よ
っ

て
大
衆
、
と
り
わ
け
「
だ
ん
な
」
へ
の
信
仰
を
求
め
、
ま
た
は
、「
檀だ

ん

越お
つ

」「
檀

家
」
の
信
仰
心
に
頼
る
宗
教
活
動
の
本
家
筋
と
し
て
定
着
す
る
。

寺
社
の
名
目
銀
形
態
が
②
富
興
行
の
衰
退
か
ら
漸
次
、
③
勧
化
、
④
寺
社
の

札
配
布
、
⑤
貸
付
金
、
⑦
寄
進
・
献
金
へ
と
移
行
し
て
い
く
が
、
こ
う
し
た
、

寺
社
の
名
目
銀
形
態
へ
の
変
化
は
、
大
阪
の
金
融
市
場
と
商
品
市
場
の
衰
退
を

背
景
に
進
行
し
、
時
代
区
分
の
移
行
を
特
徴
づ
け
る
。

何
故
、
大
阪
は
金
融
市
場
、
そ
し
て
商
品
市
場
の
地
位
を
喪
失
し
、
兵
庫
と

の
激
し
い
競
争
の
結
果
、
後
退
し
た
の
か
。
次
に
こ
の
問
題
を
課
題
に
す
る
際
、

大
阪
の
金
融
市
場
、
商
品
市
場
の
強
靭
さ
を
も
う
一
度
再
検
討
す
る
こ
と
が
そ

の
衰
退
へ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
一
つ
の
手て

懸が
か

り
を
得
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
、
次
に
大
阪
の
金
融
市
場
、
商
品
市
場
の
構
造
と
そ
の
衰
退
と
を
検
討
す
る
。

(24)



三

大
阪
の
商
品
流
通
市
場
、
金
融
市
場
、
御
用
金
市
場
の
三
位
一
体
構

造
の
発
達
と
衰
退
過
程

⚑

大
阪
の
産
業
都
市
構
造
の
発
達

大
阪
は
「
天
下
の
台
所
」
と
見
做
さ
れ
、
江
戸
の
政
治
都
市
に
対
し
、
経
済

都
市
と
し
て
徳
川
幕
藩
体
制
の
約
二
百
六
十
年
余
り
を
支
え
、
君
臨
し
て
来

た
。
こ
の
「
天
下
の
台
所
」
の
中
味
は
㈠
商
品
流
通
市
場
、
㈡
金
融
市
場
、
そ

し
て
㈢
御
用
金
市
場
の
三
位
一
体
構
造
と
し
て
発
達
す
る
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
大
阪
が
「
天
下
の
台
所
」
と
し
て
、
と
り
わ
け
有
名
に
な
っ
た
の
は
㈠
商

品
流
通
市
場
の
発
達
に
よ
る
の
で
あ
る
。

⑴

大
阪
の
商
品
流
通
市
場
の
構
造
と
「
天
下
の
台
所
」
の
経
営
史
分
析

大
阪
が
「
天
下
の
台
所
」
と
発
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
二
つ
の
要

因
、
つ
ま
り
❟
堂
島
米
市
場
へ
の
全
国
米
の
集
合
と

そ
の
米
売
買
、
と
り
わ
け
大
名
の
年
貢
米
取
引
に
由

り
、
㈡
全
国
の
産
物
、
原
料
及
び
商
品
を
大
阪
へ
集

め
、
さ
ら
に
完
成
品
に
し
た
上
で
綿
、
木
綿
、
油
、

砂
糖
、
薬
品
、
鉄
、
鰹
節
、
塩
、
乾
物
等
を
江
戸
廻

り
商
品
と
し
て
樽
前
廻
船
、
菱
垣
廻
船
に
よ
っ
て
大

量
に
江
戸
へ
廻
送
す
る
こ
と
に
見
出
す
の
で
あ
る
。

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）、
大
阪
城
代
酒
井
讃

岐
守
は
「
大
阪
入
津
貮
百
石
以
上
廻
船
一
ケ
年
」
の

「
入
津
回
船
数
」
を
調
査
し
、
次
の
図
表
-⚕
の
廻

船
数
を
発
表
し
た
。

こ
の
図
表
-⚕
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、享
保
十
一
年

（
一
七
二
六
）に
は
大
阪
か
ら
江
戸
廻
り
荷
物
は
主
要

に
大
阪
を
起
点
と
す
る
⑴
大
阪
廻
船
貮
百
二
拾
三
艘
と
⑵「
大
阪
名
前
」の
他
国

廻
船
拾
三
艘
と
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、商
品
流
通
を
陸
上
か
ら
海
上
へ
と
移
行
さ
せ
る

の
で
あ
る
。江
戸
廻
り
廻
船
の
航
路
を
開
始
し
、確
立
し
た
の
は
菱
垣
廻
船
で
あ
る
。

徳
川
幕
藩
体
制
が
二
百
六
十
年
余
り
発
達
し
え
た
一
つ
の
理
由
は
、
陸
上
か

ら
海
上
輸
送
へ
転
換
し
、
と
り
わ
け
、
大
阪
か
ら
江
戸
廻
り
廻
船
に
よ
っ
て
大

量
輸
送
に
成
功
し
え
た
こ
と
で
あ
る
。「
天
下
の
台
所
」
大
阪
の
発
達
と
経
済

成
長
は
海
上
輸
送
に
由
る
大
量
輸
送
と
い
う
技
術
革
新
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
大
阪
の
江
戸
廻
り
商
品
は
海
上
輸
送
に
よ
っ
て
大
量
運
輸
を
可
能
に
さ
れ
、

大
阪
の
経
済
を
徳
川
幕
藩
体
制
の
中
枢
へ
と
育
く
む
要
因
と
化
す
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
江
戸
廻
り
商
品
の
大
量
輸
送
は
江
戸
市
民
の
生
活
必
需
品
、
つ

ま
り
、
⑴
酒
、
⑵
油
、
⑶
木
棉
そ
し
て
⑷
繰
綿
等
を
中
心
と
す
る
。

次
の
図
表
-⚖
は
元
治
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
九
月
か
ら
十
二
月
迄
の
一
ケ

月
毎
の
江
戸
廻
り
商
品
の
輸
送
高
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

図表-5 享保十一年（一七二六）廻船数并貮百石以上入
津廻船之事

－大坂廻船貮百二拾三艘 拾七石積ヨリ千五百石積迄
－他国廻船拾三艘 七百石積ヨリ千五百石積迄

大坂名前
(「大阪商業史資料」第十七巻「運輸及船舶其ノ二」17-
189 頁）

図表-6 大阪の江戸廻り商品高と積船数
元治元年（1860 年）八月中

商品 積船数 月
⑴ 酒 4,981樽 33艘 子 九月

7,715〃 45〃 子 十月
7,645〃 63〃 子 十一月
11,284〃 68〃 子 十二月
1,798〃 7〃 子 十二月
1,314〃 12〃 丑 二月

⑵ 油 4,156樽 13〃 子 九月
2,671〃 11〃 子 十月
4,272〃 23〃 子 十一月
2,724〃 14〃 丑 正月
830〃 3〃 丑 二月

⑶ 毛綿 110個 6〃 子 九月
742〃 11〃 子 十月

1,496〃 20〃 子 十一月
831〃 7〃 子 十二月

1,140〃 15〃 丑 正月
354〃 3〃 丑 二月

⑷ 繰綿 336本 1〃 子 十月
1,965〃 19〃 子 十一月
483〃 7〃 丑 正月

「大阪商業史資料」第十七巻 17-202
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こ
の
図
表
-⚖
か
ら
解
る
よ
う
に
、
大
阪
の
江
戸
廻
り
商
品
は
畿
内
の
農
村

工
業
に
お
い
て
移
入
さ
れ
る
原
料
、
或
い
は
半
製
品
を
完
製
品
と
し
て
仕
上
げ

る
酒
、
油
、
木
綿
そ
し
て
繰
綿
等
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
及
び
兵

庫
は
二
毛
作
の
農
業
を
発
達
さ
せ
、
米
の
収
穫
後
に
綿
作
を
植
え
、
さ
ら
に
織

元
に
よ
っ
て
木
綿
工
業
を
営
な
み
、
木
綿
製
品
を
作
る
が
、
原
料
の
綿
花
を
輸

入
し
て
大
規
模
な
生
産
（
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
）、
或
い
は
問
屋
制
家
内
工

業
を
展
開
す
る
。
大
阪
で
は
問
屋
、
或
い
は
仲
買
が
木
綿
の
生
産
に
進
出
し
、

家
内
工
業
か
ら
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
へ
の
発
展
を
広
汎
に
展
開
す
る
。

他
方
、
油
製
品
も
兵
庫
、
畿
内
で
農
村
工
業
と
し
て
水
車
動
力
に
よ
っ
て
菜

種
、
或
い
は
綿
実
を
圧
搾
し
て
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
、
さ
ら
に
、
問
屋
制
家

内
工
業
を
展
開
す
る
。
酒
造
業
も
京
都
、
伏
見
、
灘
そ
し
て
大
阪
、
畿
内
で
も

原
料
と
な
る
米
を
大
量
に
農
村
か
ら
、
或
い
は
西
国
、
九
州
、
そ
し
て
四
国
か

ら
移
入
し
て
大
規
模
に
酒
造
し
、
江
戸
廻
り
商
品
と
し
て
兵
庫
と
大
阪
の
間
で

激
し
い
競
争
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。

大
阪
の
「
天
下
の
台
所
」
は
全
国
か
ら
の
移
入
と
移
出
と
の
拡
大
再
生
産
に

よ
っ
て
果
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
全
国
か
ら
大
阪
廻
り
の
発
達
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
大
阪
廻
り
へ
の
集
荷
に
大
阪
の
問
屋
、

株
仲
間
の
金
融
的
貸
付
、
融
資
等
に
よ
っ
て
促
進
し
よ
う
と
し
て
天
保
十
三
年

に
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
。

大
阪
が
移
入
原
料
、
半
製
品
を
加
工
し
て
、
そ
の
完
製
品
を
江
戸
廻
り
商
品

と
し
て
移
出
す
る
形
を
取
る
産
業
都
市
、
或
い
は
生
産
都
市
の
側
面
を
有
す
る
か
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ら
こ
そ
、
大
阪
は
「
天
下
の
台
所
」
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
大
阪

の
産
業
都
市
と
し
て
の
特
徴
に
つ
い
て
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
十
月
廿
五

日
、
大
阪
東
奉
行
は
掛
り
で
あ
る
大
塩
平
八
郎
の
前
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

九
一
六
頁
）

大
阪
は
「
富
庶
繁
花
之
土
地
ニ
テ
、
工
商
之
者
何
成
共
所
業
商
売
を
出
精
骨

折
い
た
し
候
ハ
バ
、
渡
世
出
来
易
キ
義
者
、
他
所
ニ
勝
リ
候
故
、
富
人
ハ
論
な

く
下
戸
之
家
ニ
モ
其
利
を
利
と
し
、」
て
富
裕
な
生
活
を
し
て
い
る
と
見
做
す
。

か
く
て
、
大
阪
は
工
商
の
「
富
庶
繁
花
」
の
産
業
都
市
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
大
塩
平
八
郎
は
逆
に
「
困
窮
愁
苦
」
の
「
貧
人
有
之
」
窮
乏
都

市
と
胸
の
中
で
つ
ぶ
や
き
、
後
の
乱
を
秘
め
な
が
ら
町
奉
行
の
演
説
を
静
か
に

聞
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
阪
の
産
業
都
市
と
し
て
の
発
達
は
原
料
、
半
製
品
の
移
入
と
、
江
戸
廻
り

商
品
の
移
出
と
を
中
心
に
す
る
こ
と
か
ら
次
の
図
表
-⚗
と
な
る
。

こ
の
図
表
-⚗
か
ら
次
の
二
点
が
重
要
な
点
と
な
る
。
第
一
は
移
出
の
点
か

ら
見
る
と
、
大
阪
の
産
業
都
市
に
お
け
る
中
心
製
造
業
は
⑴
菜
種
油
、
⑵
綿
、

木
綿
そ
し
て
⑶
長
崎
下
り
の
銅
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
畿
内
農
業
は
米

作
と
綿
花
の
二
毛
作
を
発
達
さ
せ
、
と
り
わ
け
綿
花
を
原
料
と
し
て
木
綿
工
業

を
農
村
工
業
の
織
元
に
よ
っ
て
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
発
達
を
見
、
或
い
は

都
市
に
於
い
て
は
問
屋
、
仲
買
人
が
問
屋
制
家
内
工
業
を
発
達
さ
せ
て
い
る
。

大
阪
で
の
移
出
に
お
け
る
「
縞
木
綿
」（
二
位
）「
白
木
綿
」（
四
位
）
そ
し
て

「
繰
綿
」（
七
位
）
等
が
上
位
を
占
め
、
木
綿
工
業
が
国
民
的
産
業
と
し
て
発

達
し
て
い
る
の
が
窺
え
る
。

図表-7 大坂における主要商品移出入表(正徳⚔年＝1714）

順
位

移 入 移 出
品 名 銀額(貫) ％ 品 名 銀額(貫) ％

1 米 40,814 14.24 菜 種 油 26,005 27.15
2 菜 種 28,049 9.79 縞 木 綿 7,066 7.38
3 材 木 25,751 8.99 長崎下り銅 6,588 6.88
4 干 鰯 17,760 6.20 白 木 綿 6,265 6.54
5 白 木 綿 15,749 5.50 綿 実 油 6,116 6.38
6 紙 14,464 5.05 古 手 6,045 6.31
7 鉄 11,803 4.12 繰 綿 4,299 4.49
8 掛 木 9,125 3.18 醤 油 3,899 4.07
9 銅 7,171 2.50 万 鉄 道 具 3,750 3.91
10 木 わ た 6,705 2.34 油 粕 3,267 3.41
11 煙 草 6,496 2.27 万塗物道具 2,840 2.96
12 砂 糖 5,614 1.96 小 間 物 2,838 2.96
13 大 豆 5,320 1.86 胡 麻 油 2,089 2.18
14 塩 5,230 1.83 や き も の 1,574 1.64
15 小 麦 4,586 1.60 酒 1,200 1.25
16 塩 魚 4,156 1.45 雪 踏 1,174 1.23
17 胡 麻 4,129 1.44 鍋 966 1.01
18 綿 実 3,920 1.37 傘 650 0.68
19 生 魚 3,475 1.21 万 荒 物 569 0.59
20 毛 綿 綛 3,430 1.20 釜 536 0.56
21 布 3,401 1.19 革 足 袋 507 0.53
22 絹 3,013 1.05 木 綿 503 0.53
23 や き も の 2,876 1.00 万木地指物 496 0.52
24 畳 表 2,866 1.00 櫓 479 0.50
25 嶋 木 綿 2,832 0.99 長崎下り万商売物 400 0.42
26 苧 2,815 0.98 戸 318 0.33
27 唐 薬 種 2,788 0.97 革 羽 織 312 0.33
28 炭 2,504 0.87 ろ う そ く 309 0.32
29 かつおぶし 2,178 0.76 菓 子 308 0.32
30 京 織 物 2,066 0.72 素 麺 211 0.22
そ の 他 35,475 12.38 そ の 他 4,221 4.41
総 額 286,561 100.00 総 額 95,800 100.00

大石慎三郎『日本近世社会の市場構造』より
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第
二
点
は
移
入
の
点
に
お
け
る
原
料
、
米
そ
し
て
半
製
品
の
移
入
で
あ
る
。

移
出
額
が
合
計
銀
九
万
五
、八
〇
〇
貫
で
あ
る
の
に
対
し
、
移
入
額
は
銀
二
八

万
六
、五
六
一
貫
と
、
移
出
額
の
三
倍
で
あ
り
、
全
国
か
ら
の
大
阪
廻
り
へ
の

集
中
を
大
規
模
に
示
し
て
い
る
。
移
入
額
の
大
部
分
は
陸
送
よ
り
海
上
輸
送
の

船
舶
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
阪

は
住
友
家
の
銅
鉱
山
（
別
子
銅
山
─
四
国
愛
媛
新
居
浜
）
の
鉱
石
を
貨
幣
へ
鋳

造
し
、
或
い
は
銅
製
品
へ
加
工
す
る
か
、
長
崎
へ
の
中
国
向
け
貿
易
支
払
手
段

と
し
て
転
送
さ
れ
る
関
係
か
ら
全
国
の
銅
を
大
阪
へ
集
約
さ
せ
て
い
る
。
大
阪

の
産
業
都
市
を
支
え
て
い
る
一
つ
の
重
要
な
側
面
で
も
あ
る
。
ま
た
、
移
入
の

七
位
に
鉄
が
入
っ
て
い
る
。
鉄
は
砂
鉄
を
意
味
す
る
が
、
江
戸
時
代
に
お
い
て

早
く
か
ら
東
北
と
中
国
地
方
、
と
り
わ
け
、
島
根
、
広
島
そ
し
て
岡
山
で
は
砂

鉄
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
加
工
す
る
た
た
ら
炉
は
特
権
的
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ュ
ア
と
し
て
大
規
模
に
営
な
ま
れ
、
日
本
刀
、
農
具
の
ス
キ
、
ク
ワ
そ
し

て
貨
幣
の
銭ぜ

に

金か
ね

と
し
て
加
工
さ
れ
る
。
大
阪
の
産
業
都
市
は
こ
う
し
た
鉄
、
銅

産
業
そ
し
て
造
船
業
の
重
工
業
を
も
う
一
方
の
柱
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
移
入
の
一
位
は
米
で
あ
り
、「
天
下
の
台
所
」
の
所
以

ゆ
え
ん

は
米
の
全

国
か
ら
の
移
入
に
あ
る
。
移
出
の
一
位
は
菜
種
油
の
銀
二
万
六
千
貫
余
り
に
対

し
、
移
入
の
一
位
は
米
の
四
万
貫
強
で
あ
り
、
移
入
の
菜
種
油
に
対
し
て
一
・

六
倍
強
の
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
大
阪
が
「
天
下
の
台
所
」
と
云
わ
れ

る
一
つ
は
全
国
か
ら
廻
送
さ
れ
る
米
の
移
入
量
に
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
阪
の
商
品
流
通
市
場
に
占
め
る
面
に
つ
い
て
次
に
明
ら
か
に
す
る
。
と

い
う
の
も
、
米
は
万
物
の
価
格
を
上
下
さ
せ
る
尺
度
と
云
わ
れ
、
飢
饉
、
不
作

が
続
く
と
、
徳
川
幕
藩
体
制
は
衰
退
か
ら
崩
壊
へ
の
道
を
辿た

ど

る
原
因
と
な
る
。

都
市
で
は
米
屋
の
打
ち
壊
し
、
農
村
で
は
一
揆
と
な
っ
て
、
世
直
し
＝
新
政
府

の
樹
立
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
す
る
要
因
と
も
な
る
。

⚒

大
阪
の
商
品
流
通
市
場
─
米
を
中
心
に

大
阪
の
商
品
流
通
市
場
は
前
に
掲
げ
た
大
阪
の
移
入
・
移
出
図
表
-⚗
に
要

約
さ
れ
る
よ
う
に
移
入
で
の
米
と
移
出
で
の
菜
種
油
と
を
中
心
に
発
達
す
る
。

し
か
も
、
米
の
移
入
は
十
四
％
強
の
割
合
で
あ
る
。

米
価
の
騰
貴
と
下
落
は
両
方
と
も
大
名
、
農
家
及
び
町
民
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
間
に
米
価
を
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
は

米
価
政
策
の
基
本
と
な
る
。
中
間
点
の
米
価
は
九
州
肥
後
米
（
熊
本
）
の
一
石

六
十
匁
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
を
政
策
の
目
標
と
し
て
い
る
。

徳
川
幕
藩
体
制
の
長
期
政
権
が
可
能
と
な
っ
た
一
つ
の
理
由
は
、
米
価
政
策

を
基
調
と
す
る
商
法
（
問
屋
制
・
株
仲
間
）
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
価
格
の
安
定
を

経
済
政
策
の
二
本
柱
と
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
米
価
政
策
と
商

法
の
経
済
政
策
と
は
三
大
改
革
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。

田
沼
意
次
は
米
価
政
策
の
安
定
を
計
り
、
米
価
の
中
間
価
格
（
一
石
六
十

匁
）
に
対
応
す
る
万
物
の
カ
ル
テ
ル
価
格
の
維
持
を
担
う
問
屋
・
株
仲
間
の
組
織

を
積
極
的
に
推
進
し
、
確
立
す
る
。
と
同
時
に
、
田
沼
意
次
は
、
享
保
の
改
革

で
直
面
す
る
「
享
保
の
飢
饉
」
対
策
と
し
て
大
規
模
な
開
拓
事
業
に
取
り
組
む
。

次
の
図
表
-⚘
は
徳
川
幕
藩
時
代
の
三
大
改
革
に
共
通
す
る
飢
饉
と
農
民
一

揆
と
の
関
係
を
表
わ
し
て
い
る
。

こ
の
図
表
-⚘
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
田
沼
意
次
の
享
保
改
革
で
の
農
民
一
揆

は
百
件
前
後
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
右
肩
上
り
の
傾
向
を
強
め
、
寛
政
の
改
革

（
松
平
定
信
）
で
は
天
明
飢
饉
で
農
民
一
揆
が
二
百
件
を
超
え
る
。
こ
の
寛
政

の
改
革
は
飢
饉
と
米
価
高
騰
と
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
、
或
い
は
潰
れ
農
民
の
都
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市
へ
の
流
入
に
よ
っ
て
都
市
に
大

量
の
下
層
困
窮
者
層
を
沈
殿
さ
せ

る
。
松
平
定
信
は
倹
約
令
と
農
民

の
帰
村
政
策
を
進
め
、
さ
ら
に
軽

犯
罪
人
と
没
落
農
民
を
佐
渡
の
金

山
、
或
い
は
佃
島
の
労
役
所
へ
送

り
、
近
代
的
自
由
労
働
者
層
の
成

立
へ
導
こ
う
と
す
る
。
し
か
し
、

徳
川
幕
藩
体
制
を
崩
壊
さ
せ
、
さ

ら
に
、
大
阪
の
「
天
下
の
台
所
」

を
衰
退
さ
せ
る
結
果
へ
導
い
た
の

は
水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革
で
あ

る
。
水
野
忠
邦
は
物
価
高
騰
を
抑
制
し
、
価
格
下
落
へ
導
こ
う
と
す
る
た
め
、

問
屋
・
株
式
仲
間
の
口
銭
と
冥
加
金
・
運
上
金
の
廃
止
で
、
こ
れ
ら
の
種
々
な

手
数
料
、
報
酬
・
上
納
金
の
減
少
分
だ
け
物
価
の
引
下
げ
を
計
っ
た
が
、
結
果

と
し
て
む
し
ろ
物
価
高
騰
を
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。
問
屋
・
株
仲
間
の
カ
ル
テ
ル

価
格
が
物
価
の
中
間
的
維
持
を
支
え
て
き
た
が
、
廃
止
に
よ
っ
て
商
・
工
業
の

価
格
均
衡
化
の
支
え
を
取
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
問
屋
・
株
仲
間
の
廃

止
は
商
工
業
へ
の
自
由
な
参
入
を
許
し
、
価
格
競
争
に
よ
っ
て
せ
り
買
い
、
せ
り

売
り
、
そ
し
て
囲
い
、
他
地
方
へ
の
商
品
販
売
を
自
由
に
取
引
す
る
の
を
可
能

に
し
た
の
で
あ
り
、
自
由
主
義
経
済
へ
の
移
行
を
促
が
し
、
経
済
の
混
迷
へ
導
く

の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
大
阪
は
江
戸
よ
り
問
屋
・
株
仲
間
の
強
靭
性
を
誇
っ

て
い
た
が
、「
天
下
の
台
所
」
を
支
え
て
い
た
大
黒
柱
を
喪
失
す
る
こ
と
と
な
る
。

次
に
、
肥
後
米
一
石
が
銀
六
十
匁
及
び
金
一
両
と
な
る
場
合
は
米
価
の
中
間

価
格
の
尺
度
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
各
時
代
の
米
価
変
動
は
次
の
図

表
-⚙
と
し
て
現
れ
る
。

天保の改革

（農民一揆の件数）
第 2次長州征討

享保の飢饉

天明の飢饉

寛政の改革

天保の飢饉

享保の改革

500

400

300

200

100

0
1700 年 1800 年 1870 年

図表-8 農民一揆と飢饉の関係

図表-9 米一石米価格（匁、分、厘）

年

號

米
一
石
に
付

天
明
七
肥

匁
分
厘

一
〇
六
、二
〇

肥
八
一
、五
〇

八
肥

七
八
、二
〇

肥
六
六
、〇
〇

寛
政
元
肥

六
五
、五
〇

肥
五
六
、〇
〇

二
肥

五
五
、七
〇

肥
五
四
、五
〇

三
肥

五
五
、五
〇

肥
七
七
、五
〇

四
肥

七
七
、二
〇

筑
九
二
、〇
〇

五
筑

八
九
、六
〇

筑
六
四
、五
〇

六
筑

六
四
、五
〇

筑
五
五
、〇
〇

(寛政改革)

七
筑

五
五
、七
〇

筑
七
七
、〇
〇

八
筑

七
七
、六
〇

筑
七
一
、〇
〇

享
和
元
加

五
八
、〇
〇

肥
六
八
、〇
〇

二
加

五
二
、〇
〇

肥
六
二
、〇
〇

年

號

米
一
石
に
付

享
和
三
肥

匁
分
厘

六
三
、〇
〇

加
五
一
、〇
〇

文
化
元
加

四
五
、〇
〇

肥
五
四
、〇
〇

二
加

五
〇
、八
〇

肥
五
五
、〇
〇

三
加

五
六
、〇
〇

肥
五
七
、〇
〇

四
加

五
五
、〇
〇

肥
六
八
、〇
〇

五
加

五
五
、〇
〇

肥
八
〇
、〇
〇

六
加

五
二
、〇
〇

肥
五
六
、〇
〇

七
加

四
七
、〇
〇

肥
五
四
、〇
〇

八
加

五
三
、〇
〇

肥
五
三
、〇
〇

九
加

四
九
、〇
〇

肥
五
五
、〇
〇

文
政
元
筑

五
八
、六
〇

肥
五
四
、五
〇

二
肥

五
三
、八
〇

肥
五
一
、五
〇

年

號

米
一
石
に
付

文
政
三
肥

匁
分
厘

五
〇
、五
〇

肥
六
二
、五
〇

四
肥

六
二
、五
〇

中
四
七
、五
〇

五
中

四
八
、二
〇

中
五
九
、〇
〇

六
中

五
九
、四
〇

中
六
四
、〇
〇

七
中

六
四
、〇
〇

筑
六
〇
、五
〇

八
筑

六
〇
、四
〇

中
七
五
、五
〇

年

號

肥

後

米

天
保
元

匁
分
厘

八
八
、五
〇

二

七
四
、〇
〇

三

七
七
、五
〇

四

一
一
八
、八
〇

(天保改革)

五

一
一
九
、〇
〇

七
三
、六
〇

六

八
七
、五
〇

七

一
五
一
、五
〇

（「大阪市史」第二巻 254、256、470 頁より作成）
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こ
の
図
表
に
よ
れ
ば
肥
後
米
一
石
六
十
匁
を
基
準
に
し
て
、
上
下
の
米
価
格

動
向
を
比
較
す
れ
ば
、
次
の
図
表
-10
と
な
る
。

こ
の
図
表
-10
に
よ
れ
ば
、
三
九
年
間
の
米
価
の
上
中
下
へ
の
変
動
年
数
を

見
て
み
る
と
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。

第
一
は
、
米
価
の
中
間
価
格
点
の
年
は
三
九
年
間
の
内
、
わ
ず
か
一
年
で
あ

り
、
文
政
七
年
の
筑
前
米
価
格
で
あ
る
。
米
価
の
中
間
基
準
点
へ
の
達
成
は
ほ

と
ん
ど
維
持
さ
れ
て
い
な
く
、
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

第
二
は
、
米
価
一
石
六
〇
匁
以
下
の
安
い
米
価
格
は
三
七
年
間
の
内
、
十
四

ケ
年
で
あ
る
。
こ
の
米
価
下
落
は
安
い
米
価
を
意
味
す
る
。
こ
の
安
い
米
価
は

大
名
と
農
民
の
所
得
収
入
の
減
少
と
な
り
、
生
活
苦
に
追
い
込
む
こ
と
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
幕
府
は
こ
の
安
い
米
価
を
高
騰
さ
せ
る
た
め
、
資
金
を
融

資
し
て
米
の
買
上
げ
、
米
価
高
騰
を
誘
導
し
よ
う
と
す
る
。

第
三
は
、
三
十
七
年
間
の
う
ち
十
四

年
間
が
平
均
米
価
一
石
六
十
匁
を
越
え

て
い
る
が
、
最
高
米
価
は
天
保
七
年
の

米
一
石
＝
一
五
一
匁
で
、
平
均
価
格
一

石
六
十
匁
に
対
し
て
二
･五
倍
で
あ
る
。

こ
の
高
い
米
価
は
、
下
層
の
生
活
困
窮

者
層
の
、
さ
ら
に
中
間
住
民
、
貧
農
層

の
生
存
に
影
響
し
、
あ
た
か
も
米
の
飢

饉
を
再
現
す
る
状
況
へ
陥
い
る
。
こ
の

た
め
、
幕
府
は
貧
民
救
済
対
策
と
し
て

⑴
救
済
小
屋
を
建
て
、
施
米
を
与
え
、

⑵
米
舂
屋
に
安
価
な
米
を
販
売
さ
せ
る

か
、
さ
ら
に
、
堂
島
米
市
場
で
の
米
取
引
を
安
価
に
導
く
よ
う
に
誘
導
す
る

か
、
⑶
生
活
困
窮
者
に
米
代
金
を
下
付
す
る
か
、
或
い
は
一
人
当
り
の
米
割
当

量
を
町
村
毎
の
家
族
に
供
給
す
る
か
、
い
ず
れ
か
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
農
民
一
揆
や
米
屋
打
ち
こ
わ
し
、
暴
動
の
原
因
と
な

り
、
幕
藩
体
制
の
土
台
を
揺
る
が
す
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

大
阪
の
「
天
下
の
台
所
」
は
米
価
政
策
に
よ
っ
て
そ
の
景
気
を
左
右
さ
れ
、

一
歩
間
違
え
ば
衰
退
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
る
。

米
価
政
策
は
高
騰
す
る
に
し
ろ
、
或
い
は
、
安
価
に
下
落
す
る
に
し
ろ
、
幕

藩
体
制
の
土
台
を
揺
る
が
す
の
は
明
白
な
事
態
と
な
る
が
、
そ
の
米
価
政
策
は

堂
島
米
市
場
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
同
時
に
米
取
引
の
金
融
市
場
は

大
名
の
蔵
屋
敷
の
米
取
引
を
一
手
に
引
受
け
る
米
為
替
屋
＝
富
豪
層
の
出
現
す

る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

図表-10 米価格 1石＝60 匁の変動表
60匁以上 ⚑石＝60匁 60匁以下 合計

天明 七 106
八 78

寛政 元 65
二 55
三 77
四 92 筑後
五 64 筑後
六 筑後 55
七 77 筑後
八 71 筑後

享和 元 68
二 62
三 加賀51

文化 元 45
二 55
三 57
四 68
五 80
六 56
七 54
八 53
九 55

文政 元 筑後 58
二 肥前53
三 肥前62
四 中 47
五 中 59
六 64 中
七 筑60
八 中75 75

天保 元 88 88
二 74
三 79
四 119
五 73
六 87
七 151
合計 22 1 14 37
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⚓

大
阪
の
金
融
市
場
─
堂
島
米
取
引
市
場
と
幕
府
の
米
価
対
策

江
戸
時
代
の
米
取
引
は
、
㈠
大
阪
の
堂
島
米
市
場
と
㈡
江
戸
の
幕
府
蔵
屋
敷

の
米
取
引
所
と
二
ケ
所
で
入
札
制
を
中
心
に
し
て
営
な
ま
れ
る
。
前
者
の
大
阪

堂
島
米
市
場
は
主
に
九
州
、
西
国
、
北
陸
等
を
中
心
に
大
阪
へ
廻
送
さ
れ
る
諸

国
の
大
名
を
中
心
に
す
る
年
貢
米
で
あ
る
。
も
う
一
方
の
江
戸
の
米
取
引
所
は

主
に
幕
府
の
直
轄
領
と
旗
本
の
地
頭
領
と
か
ら
の
年
貢
米
を
江
戸
へ
廻
送
し
て

米
市
場
が
掛
屋
に
よ
っ
て
売
買
さ
れ
る
。

大
阪
の
米
市
場
は
九
州
、
中
国
、
四
国
等
の
大
名
の
年
貢
米
を
大
阪
の
蔵
屋

敷
へ
廻
送
し
、
入
札
に
よ
る
売
却
へ
進
む
。
こ
の
堂
島
米
市
場
の
米
価
格
が
一

石
六
十
匁
の
中
間
基
準
価
格
で
決
定
さ
れ
る
よ
う
大
阪
町
奉
行
は
米
問
屋
、
仲

買
の
解
散
（
水
野
忠
邦
の
天
保
改
革
）
に
も
拘
わ
ら
ず
天
保
十
三
年
に
次
の
よ

う
に
要
請
す
る
。

（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

一
五
八
八
頁
）

次
の
堂
島
米
市
場
の
問
題
は
九
州
の
肥
後
米
（
熊
本
）
を
中
心
に
大
阪
へ
廻

送
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
寛
政
に
較く

ら

べ
、
文
化
・
文
政
は
豊
作
の
連
続
で
あ
っ
た
。

文
化
年
間
の
米
価
は
比
較
的
に
安
価
な
価
格
傾
向
と
な
り
、
安
定
し
た
動
き

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
㈠
大
阪
へ
の
米
廻
送
は
豊
作
の
影
響
を
受
け
、

価
格
の
下
落
傾
向
を
抑
止
す
る
た
め
、
⑴
払
米
四
〇
％
、
⑵
籾
囲
四
〇
％
そ
し

て
⑶
所
払
分
二
〇
％
の
割
合
で
大
阪
へ
廻
送
す
る
こ
と
、
㈡
収
穫
で
損
毛
が
生

じ
た
ら
、
そ
の
損
毛
の
割
合
に
応
じ
て
廻
送
米
の
減
量
を
段
階
的
に
拡
大
し
、

そ
の
減
少
割
合
を
一
〇
％
か
ら
三
〇
％
に
分
類
し
て
大
阪
へ
廻
送
す
る
よ
う
十

万
石
の
大
名
の
廻
送
米
を
例
に
し
て
次
の
よ
う
に
求
め
た
。
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（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

五
八
六
─
五
八
八
頁
）

勘
定
奉
行
肥
田
豊
後
守
は
豊
作
の
見
込
か
ら
堂
島
米
市
場
で
の
米
価
格
の
下

落
を
抑
止
す
る
た
め
、
米
市
場
で
の
米
売
買
量
を
減
少
し
て
米
価
高
騰
を
図
ろ

う
と
す
る
米
価
政
策
を
提
案
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
米
価
政
策
は
こ
う
し

た
囲
高
に
応
じ
て
「
拝
借
金
被
仰
付
候
」
と
補
償
し
よ
う
と
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。

（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

五
八
八
頁
）

こ
う
し
た
大
名
の
正
米
の
他
に
、「
家
中
并
百
姓
作
徳
米
」
の
大
阪
廻
送
を

三
ケ
年
平
均
高
以
上
の
「
過
米
」
の
取
引
は
行
な
わ
な
い
よ
う
次
の
よ
う
に
求

め
る
。
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（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

五
九
〇
頁
）

他
方
、「
納
屋
米
」
の
廻
着
高
は
奉
行
所
に
届
け
る
よ
う
に
次
の
如
く
要
請

す
る
。

（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

五
八
九
頁
）

幕
府
は
第
一
に
米
価
下
落
と
安
値
傾
向
を
打
破
し
、
米
価
高
騰
を
推
進
す
る

政
策
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
は
集
め
た
「
御
用
金
」
で
安
い
米
を
大
量
に
買
上

げ
よ
う
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
第
二
に
幕
府
は
、
御
用
金
の
上
納
を
要
請
し
よ

う
と
す
る
が
、
そ
の
際
、
御
用
金
の
中
に
買
持
米
切
手
分
を
含
め
る
こ
と
を
次

の
よ
う
に
認
め
る
。

（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

五
九
一
頁
）

買
持
米
切
手
が
上
ケ
金
高
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
、
米
方
為

替
商
は
合
計
八
千
貳
百
貳
拾
九
枚
の
買
上
切
手
を
提
出
す
る
。
こ
の
上
納
さ
れ

た
買
持
米
切
手
の
引
當
米
の
価
格
は
平
均
値
段
で
算
出
さ
れ
、
代
銀
四
千
五
百

六
拾
壱
貫
余
と
な
り
、
仲
買
に
売
ら
れ
る
が
、
次
の
⑴
売
払
切
手
高
と
⑵
引
当

米
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。
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（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

五
九
二
─
五
九
三
頁
）

①
の
買
持
米
切
手
の
最
大
は
肥
前
米
切
手
の
三
千
八
百
八
拾
一
枚
で
、
最
少

は
筑
前
米
切
手
五
枚
で
合
計
十
種
類
の
小
切
手
で
あ
る
。

②
こ
の
買
持
米
小
切
手
の
米
価
は
上
中
下
の
価
格
で
次
の
よ
う
に
十
段
階
に

区
分
さ
れ
て
い
る
（
一
石
＝
六
〇
匁
中
位
価
格
）

⚑

肥
後
米
六
十
一
匁
六

⚒

筑
前
米
五
十
九
匁
一

⚓

備
前
米
五
十
八
匁
五

⚔

加
賀
米
五
十
八
匁
三

⚕

筑
後
米
五
十
七
匁
八

⚖

広
島
米
五
十
五
匁
二

⚗

岡

米
五
十
三
匁
四

⚘

肥
前
米
五
十
三
匁
四

⚙

中
国
米
四
十
八
匁
七

10

出
雲
米
四
十
三
匁
六

こ
の
十
種
類
の
大
名
正
米
の
平
均
価
格
は
五
十
四
匁
九
で
、
一
石
六
十
匁
の

中
間
米
価
と
比
べ
か
な
り
の
安
い
米
価
で
あ
り
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
の

豊
作
に
よ
る
米
の
過
剰
か
ら
く
る
下
落
値
段
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
幕
府
は
安
い
米
価
格
を
反
転
さ
せ
て
、
米
価
の
騰
貴
を
計
る
た
め
、

堂
島
米
市
場
で
の
過
米
を
取
り
去
っ
て
不
足
気
味
か
ら
の
米
価
高
騰
を
米
価
政

策
と
し
て
推
進
す
る
の
に
全
力
を
傾
む
け
る
の
で
あ
る
。

御
用
金
の
中
に
差
加
え
ら
れ
た
買
米
米
切
手
は
九
月
廿
六
日
に
合
計
五
万
貳

千
四
百
石
を
次
の
よ
う
に
売
却
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

五
九
四
頁
）

幕
府
は
米
価
引
上
げ
対
策
の
一
環
と
し
て
十
月
以
降
に
大
阪
へ
廻
送
さ
れ
る

新
米
の
過
積
を
防
止
す
る
た
め
に
、
大
阪
の
港
、
川
口
場
で
三
ケ
年
の
平
均
高

の
検
査
と
入
津
の
改
切
手
を
発
行
し
て
過
米
の
堂
島
米
市
場
へ
持
込
む
こ
と
を

防
止
し
よ
う
と
次
の
よ
う
に
⑴
、
⑵
、
⑶
の
対
策
を
進
め
る
。

①①

②②③③
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（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

五
九
六
─
五
九
八
頁
）

①
の
米
価
引
立
策
は
新
米
の
登
せ
を
半
高
に
縮
少
し
、
川
口
、
港
で
改
所
の

検
査
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
。

②
の
米
価
引
立
策
は
改
切
手
を
発
行
し
、
三
カ
年
平
均
を
上
廻
る
「
過
米
」

を
摘
発
す
る
こ
と
で
あ
る
。

③
の
米
価
引
立
策
は
堂
島
米
市
場
で
大
名
の
正
米
を
入
札
競
争
で
勝
つ
た
め

に
入
替
銀
の
調
達
に
成
功
し
て
買
持
米
切
手
を
正
直
な
値
段
で
手
に
入
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

堂
島
米
市
場
は
問
屋
、
仲
買
が
大
名
の
正
米
を
入
札
で
競せ

り
勝
つ
た
め
に
、

米
方
為
替
両
替
屋
の
融
資
を
踏
ま
え
て
取
引
さ
れ
る
。

次
に
堂
島
米
市
場
で
富
商
或
い
は
豪
商
を
育
て
る
堂
島
米
市
場
の
金
融
業
務

の
解
明
が
次
の
課
題
と
な
る
。

⚔

大
阪
の
金
融
市
場
─
天
保
の
改
革
に
よ
る
衰
退

⚑

天
保
の
改
革
と
水
野
忠
邦
の
問
屋
・
株
仲
間
の
解
散

天
保
の
改
革
が
水
野
忠
邦
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
が
、
幕
藩
体
制
の
矛
盾
と

弱
体
化
を
招
き
、
そ
の
最
大
の
原
因
は
万
物
の
物
価
の
物
指
と
な
っ
て
い
る
米

価
高
騰
に
原
因
す
る
。
天
保
の
改
革
は
米
価
の
高
騰
原
因
と
な
る
飢
饉
と
不
作

に
よ
っ
て
文
化
、
文
政
期
の
米
価
低
下
傾
向
に
対
し
て
一
転
し
た
飢
饉
・
不
作

の
時
期
を
迎
え
、
米
価
の
高
騰
を
連
続
す
る
状
態
と
な
る
。
大
阪
よ
り
も
江
戸

で
の
米
価
高
騰
と
米
不
足
が
激
し
く
、
こ
の
た
め
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

に
大
阪
奉
行
所
は
「
大
阪
廻
米
高
之
内
、
三
歩
通
江
戸
廻
米
」
の
増
量
を
次
の

如
く
指
示
す
る
。

（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

一
一
一
〇
─
一
一
一
一
頁
）

次
の
図
表
-11
の
天
保
期
肥
後
米
価
格
一
覧
表
に
よ
れ
ば
、
天
保
期
の
大
阪

堂
島
米
市
場
で
の
肥
後
米
価
格
は
七
年
の
一
石
一
五
一
匁
を
最
高
に
し
て
十
一

年
の
六
三
匁
を
最
低
に
す
る
変
動
幅
の
大
き
な
動
き
を
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
享
保

期
の
肥
後
米
は
一
石
七
〇
匁
か
ら
八
〇
匁
の
間
を
高
騰
し
続
け
て
い
る
。

万
物
の
物
価
尺
度
で
あ
る
米
価
高
騰
は
大
阪
金
融
市
場
の
衰
退
、
或
い
は
低

滞
原
因
と
化
す
る
。
こ
の
米
価
高
騰
に
よ
る
物
価
上
昇
は
大
阪
の
「
天
下
の
台
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所
」
の
衰
退
を
招
く
原
因
と
な
る
。
大
阪

の
「
天
下
の
台
所
」
を
支
え
て
い
る
一
つ

の
柱
は
大
阪
か
ら
の
江
戸
廻
り
商
品
の
大

量
供
給
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
大
阪
廿
四

組
問
屋
は
江
戸
十
組
問
屋
の
買
付
注
文
に

対
し
て
信
用
貸
し
の
「
貸
勘
定
」
を
そ
の

商
品
取
引
の
条
件
と
し
て
い
た
。
こ
の
点

で
、
大
阪
の
「
天
下
の
台
所
」
は
江
戸
の

生
活
必
需
品
を
信
用
貸
し
＝
仕
切
為
替
の

金
融
で
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
年
を

追
う
毎
に
仕
切
為
替
の
決
済
を
滞

と
ど
こ
お

ら

せ
、
巨
額
の
「
滞
金
高
」
へ
帰
結
す
る
。

こ
の「
江
戸
十
組
問
屋
仕
切
為
替
」の
滞

と
ど
こ
お
り

額
は
次
の
図
表
-12
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
金
四
万
両
の
巨
額
に
達
す
る
。

こ
の
図
表
-12
に
示
さ
れ
る
江
戸
十
組
問
屋
の
「
滞
金
高
」
は
「
大
阪
問
屋

の
商
業
を
萎
縮
せ
し
め
、
之
が
為
に
江
戸
積
諸
色
潤
達
を
得
ず
し
て
直
段
騰
貴

す
る
に
至
る
は
免
か
る
べ
か
ら
ざ
る
数
な
り
、
幕
府
が
物
価
引
下
の
一
手
段
と

し
て
株
仲
間
の
停
止
を
命
ず
る
に
當
り
、
先
づ
江
戸
十
組
問
屋
よ
り
始
め
し
も

の
謂
無
し
と
せ
ざ
る
な
り
」（「
大
阪
市
史
」
第
二
巻

五
七
七
頁
）
と
。

水
野
忠
邦
は
江
戸
十
組
問
屋
に
累
積
す
る
滞
金
と
物
価
高
騰
と
を
同
時
に
解

消
す
る
た
め
、
問
屋
・
株
仲
間
の
解
散
に
踏
み
切
り
、
天
保
の
改
革
を
断
行
す

る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
屋
・
株
仲
間
の
解
散
は
、
同
時
に
大
阪
の
「
天

下
の
台
所
」
を
支
え
て
い
た
問
屋
・
株
仲
間
の
解
散
を
伴
な
い
、「
天
下
の
台

所
」
を
衰
退
へ
導
く
導
火
線
と
な
っ
た
。

図表-11 天保期肥後米米価一覧表

年

號

肥

後

米

天
保

一

八
八

二

七
四

三

七
九

四

一
一
九

五

七
三

六

八
七

七

匁

一
五
一

天
保

九

匁
分
厘

一
一
九
、〇
〇

一
〇

六
五
、五
〇

一
一

六
三
、五
〇

一
二

八
〇
、五
〇

一
三

七
一
、一
〇

一
四

七
八
、五
〇

（「大阪市史」第四巻 七三四頁）

図表-12 江戸十組問屋の滞金額一覧表

(「
大
阪
市
史
」
第
二
巻

五
七
六
─
五
七
七
頁
)
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し
か
し
、
水
野
忠
邦
は
解
散
す
る
江
戸
の
問
屋
・
株
仲
間
と
大
阪
の
問
屋
・

株
仲
間
と
を
区
別
す
る
。
す
な
わ
ち
、
水
野
忠
邦
は
江
戸
で
は
主
に
江
戸
十
組

問
屋
の
重
荷
と
な
っ
て
い
る
「
冥
加
金
一
万
二
百
両
の
上
納
を
免
じ
」
た
上

で
、
問
屋
・
株
仲
間
の
解
散
を
命
じ
る
。
他
方
、
水
野
忠
邦
は
大
阪
で
は
物
価

高
騰
の
原
因
を
問
屋
・
株
仲
間
の
カ
ル
テ
ル
価
格
協
定
に
求
め
て
い
る
。「
大

阪
に
て
は
…
幕
府
は
諸
仲
間
就
中
株
札
を
有
す
る
者
が
、
其
営
業
を
独
占
し
、

其
特
権
を
乱
用
し
、
為
に
物
価
を
昇
騰
せ
し
む
る
虞
あ
る
を
以
て
、
是
等
を
停

止
し
、
各
人
隨
意
の
競
争
に
よ
り
て
物
価
の
下
落
を
見
ん
と
し
た
る
に
あ
り
」

（「
大
阪
市
史
」
第
二
巻

五
七
八
頁
）
と
見
做
す
。

⚒

大
阪
の
金
融
市
場
─
❟
貨
幣
改
鋳
と
➈
御
用
金
の
上
納

イ

貨
幣
改
鋳

幕
府
は
天
保
の
改
革
を
契
機
に
し
て
財
政
不
足
に

陥
い
り
、
そ
の
財
政
収
入
源
の
新
規
開
発
を
求
め
、

そ
の
結
果
、
❟
貨
幣
改
鋳
と
➈
御
用
金
の
上
納
と
を

求
め
る
。

使
用
中
に
よ
る
貨
幣
の
磨
滅
は
絶
え
ず
新
し
く
改

鋳
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
、
改
鋳
は
プ

ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面
の
両
方
を
備
え
る
。
プ
ラ
ス
面

は
鋳
造
額
の
大
き
い
分
だ
け
、
幕
府
の
財
政
収
入
の

増
分
と
な
る
。
こ
の
図
表
-13
に
よ
れ
ば
、
金
貨
の
天

保
五
両
判
は
一
七
万
二
、
二
七
五
両
と
な
る
。
保
字

小
判
と
保
字
一
分
判
と
は
両
方
合
わ
せ
て
八
百
一
二

万
両
の
巨
額
で
あ
る
。
銀
貨
の
改
鋳
は
保
字
銀
の
一

〇
万
貫
余
り
と
古
一
分
銀
の
約
一
千
九
百
万
函
で
あ
る
。
こ
う
し
た
貨
幣
改
鋳
の

マ
イ
ナ
ス
面
は
貨
幣
に
含
ま
れ
る
金
及
び
銀
量
の
減
少
で
あ
り
、
そ
の
減
少
分
だ

け
交
換
手
段
と
し
て
の
価
値
減
少
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
金
一
両
は
銀
六
十
匁
の

交
換
か
ら
銀
六
十
五
匁
の
交
換
へ
変
わ
り
、
イ
ン
フ
レ
要
因
と
し
て
機
能
す
る
。

こ
こ
に
幕
府
の
財
政
改
善
に
対
し
て
経
済
生
活
の
細
民
、下
層
民
は
イ
ン
フ
レ
に

よ
る
生
活
困
窮
を
余
儀
な
く
さ
れ
、王
政
復
古
へ
の
動
き
に
走
る
原
因
と
な
る
。

ロ

御
用
金
の
上
納

幕
府
は
財
政
資
金
源
と
し
て
大
阪
の
富
商
、
両
替
屋
及
び
豪
商
か
ら
文
化
十

年
か
ら
御
用
金
の
上
納
を
求
め
る
が
、
こ
こ
で
は
天
保
十
四
年
の
御
用
金
を
取

扱
う
。
文
化
期
か
ら
御
用
金
の
上
納
が
幕
府
の
財
政
収
入
源
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
す
が
、
し
か
し
、
大
阪
の
金
融
市
場
の
衰
退
原
因
と
も
化
す
る
。
文
化

期
（
一
八
一
八
─
一
八
二
三
）
か
ら
嘉
永
期
（
一
八
四
八
─
一
八
五
三
）
に
か

け
て
の
御
用
金
は
次
の
図
表
-14
に
現
わ
さ
れ
る
。

図表-13 貨幣改鋳額

名 称 通用開始日 鋳 造 額
金貨 天保五両判 天保八年二月 一七二､二七五両

保字小判 同 ⎫
⎬
⎭
八､一二〇､四五〇両保字一分判 同

銀貨 保字銀 天保八年一二月 一〇二､四四〇貫
古一分銀 同 一九､七二九､一〇〇函

（「大阪市史」第二巻 六二九─六三〇頁）

図表-14 御用金の上納期

(「大阪市史」第二巻 六四〇頁）
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図
表
-14
の
御
用
金
は
⑴
差
加
金
と
⑵
上
納
金
の
追
加
形
態
を
含
め
て
計
上

さ
れ
る
。

な
お
、
文
化
七
年
度
の
御
用
金
は
㈠「
御
用
ニ
付
金
貳
拾
万
両
、
㈡「
年
三
朱

之
割
合
」
の
利
子
、
そ
し
て
㈢「
都
合
拾
五
年
目
ニ
者
不
残
御
下
切
ニ
相
成
候
」

（「
大
阪
市
史
」
第
五
巻
九
七
三
頁
）
の
三
条
件
で
の
上
納
を
大
阪
の
富
商
に

命
じ
た
。
さ
ら
に
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
の
御
用
金
上
納
命
令
は
「
五
拾

万
両
余
」
を
「
三
十
三
ケ
年
ニ
割
合
御
下
ケ
房
」
で
、
そ
の
「
三
朱
之
御
手
当

（
利
子
）
付
の
借
用
金
で
あ
る
。

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
御
用
金
命
令
は
大
阪
の
両
替
屋
、
富
商
そ
し

て
豪
商
を
集
め
て
数
回
に
分
け
て
上
納
を
次
の
よ
う
に
命
じ
る
。

⑴

天
保
十
四
年
七
月
六
日

融
通
方
：
鴻
池
善
右
衛
門

加
島
屋
久
右
衛
門
等
十
五
名

⑵

大
両
替
方
：
住
友
甚
兵
衛
・
泉
屋
甚
次
郎
等
六
名

⑶

豪
商
：
茨
木
屋
安
右
衛
門
・
塩
屋
市
之
助
等
三
十
九
名

合
計
六
十
名
の
集
っ
た
商
人
・
両
替
屋
に
用
金
額
を
次
の
よ
う
に
指
定
し

た
。⑴

七
月
十
七
日

官
融
通
方
大
両
替
方
廿
一
名
の
用
金
額
は
合
計
四
十
四

万
両
。
そ
の
筆
頭
は
鴻
池
屋
善
右
衛
門
、
加
島
屋
久
右
衛
門
の
五
万
両
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
修
正
さ
れ
、
廿
二
日
に
善
右
衛
門
、
久
右
衛

門
及
加
島
屋
作
兵
衛
の
十
万
両
を
筆
頭
と
し
、
十
九
名
に
て
合
計
八
十
五

万
両
を
指
定
し
、
鴻
池
屋
新
十
郎
、
近
江
屋
休
兵
衛
に
対
し
て
応
分
の
出

金
を
要
請
し
た
。

⑵

七
月
廿
三
日

大
阪
富
商
三
十
九
人
中
十
六
名
を
集
め
、
鴻
屋
市
兵
衛

の
二
万
五
千
両
を
筆
頭
に
、
合
計
廿
四
万
五
千
両
を
指
定
し
た
。

⑶

七
月
廿
八
日
に
九
六
名
を
集
め
、
播
摩
屋
仁
兵
衛
の
二
万
両
を
最
大
に

し
て
計
四
十
四
万
五
百
両
を
指
定
し
た
。

⑷

八
月
九
日
に
平
野
屋
甚
右
衛
門
を
筆
頭
に
百
十
一
名
を
招
集
し
、
合
計

三
十
万
三
千
両
を
割
当
て
た
。

⑸

八
月
十
六
日
に
銭
屋
佐
一
郎
を
初
め
と
し
て
五
十
三
名
に
十
二
万
九
千

両
を
上
納
す
る
よ
う
命
じ
た
。

以
上
合
計
す
る
と
指
名
者
は
二
百
九
十
五
名
、
指
定
額
は
百
九
十
七
万
両
余

り
と
な
り
、
次
の
図
表
-15
に
要
約
さ
れ
る
。

大
阪
は
天
保
の
改
革
に
よ
る
⑴
問
屋
・
株
仲
間
の
解
散
、
⑵
貨
幣
改
鋳
に
よ

る
イ
ン
フ
レ
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
⑶
御
用
金
の
上
納
命
令
等
に
よ
っ
て
金
融
市
場

と
商
品
流
通
市
場
の
衰
退
・
崩
壊
へ
の
途
を
歩
み
始
め
る
。
か
く
て
、
大
阪
は

「
金
融
の
渋
滞
を
来
」
す
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
⑴
江
戸
十
組
問
屋
の
大
阪
二
十
四
組
問
屋
に
対
す
る
滞

と
ど
こ
お
り

金き
ん

の

巨
額
化
は
江
戸
廻
り
商
品
の
縮
少
を
生
じ
さ
せ
、
大
阪
の
産
業
都
市
と
「
天
下

の
台
所
」
と
の
両
輪
に
大
き
な
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
上
、

⑵
兵
庫
が
酒
・
油
そ
し
て
綿
の
江
戸
廻
り
輸
送
を
本
格
的
に
展
開
し
始
め
、
大

阪
へ
の
競
争
を
よ
り
一
層
強
め
始
め
る
と
、
大
阪
は
ま
す
ま
す
産
業
都
市
と

「
天
下
の
台
所
」
と
の
側
面
を
弱
体
化
さ
せ
、
衰
退
を
深
め
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ
る
。

大
阪
の
産
業
都
市
と
「
天
下
の
台
所
」
と
は
天
保
の
改
革
、
と
り
わ
け
問

屋
・
株
仲
間
の
解
散
に
よ
っ
て
一
挙
に
瓦
解
し
て
し
ま
っ
た
。
と
い
う
の
は
問

屋
・
株
仲
間
の
金
融
と
信
用
力
と
は
大
阪
廻
り
の
商
品
・
産
物
を
仕
入
れ
、
注

文
し
、
買
い
集
め
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一
方
、
大
阪
の
産
業
都

市
は
こ
う
し
た
問
屋
・
株
仲
間
の
信
用
力
と
金
融
力
と
に
支
え
ら
れ
、
全
国
か
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ら
原
料
・
半
製
品
を
大
阪
に
移
入
し
、
こ
れ
に
油
、
酒
、
木
綿
等
の
完
製
品
と

し
て
加
工
す
る
産
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
加
工
品
で
あ
る
酒
、

油
そ
し
て
木
綿
は
江
戸
廻
り
の
商
品
と
し
て
大
阪
二
十
四
組
問
屋
の
樽
前
廻
船

と
菱
垣
回
船
と
に
よ
っ
て
江
戸
の
十
組
問
屋
へ
移
出
さ
れ
た
。
大
阪
の
移
入
と

移
出
の
好
循
環
を
担
っ
て
い
る
の
が
問
屋
と
株
仲
間
の
資
金
力
・
集
荷
力
そ
し

て
信
用
力
で
あ
り
、
大
阪
の
「
天
下
の
台
所
」
は
こ
れ
ら
問
屋
・
株
仲
間
の
金

融
力
と
輸
送
力
と
に
支
え
ら
れ
、
発
展
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
大
阪
の
産
業
都

市
と
「
天
下
の
台
所
」
は
天
保
の
改
革
で
の
問
屋
・
株
仲
間
の
解
散
さ
れ
る
こ

と
で
、
そ
の
土
台
の
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
、
大
阪
の
町
役
人
・
年
寄
は

次
の
よ
う
に
苦
し
い
そ
の
胸
の
内
を
吐
露
す
る
の
で
あ
る
。

図表-15 天保十二年御用金指定と請負額

(「
大
阪
市
史
」
第
二
巻

六
三
八
・
六
三
九
頁
)
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（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

二
二
二
一
─
二
二
二
四
頁
）

大
阪
の
産
業
都
市
と
「
天
下
の
台
所
」
が
兵
庫
津
の
江
戸
廻
り
商
品
の
増
加

に
伴
な
い
、
衰
退
に
転
じ
た
の
は
天
保
の
改
革
に
よ
る
問
屋
・
株
仲
間
の
貸

付
、
信
用
供
与
そ
し
て
集
荷
力
の
喪
失
に
原
因
し
て
い
る
。
大
阪
の
再
建
は
兵

庫
津
か
ら
の
江
戸
廻
り
商
品
を
「
都
西
大
阪
表
ヘ
差
支
ニ
相
成
ゝ
義
」
で
あ
る

と
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

（「
大
阪
市
史
」
第
四
巻

二
五
九
四
─
二
五
九
五
頁
）

⚓

大
阪
の
金
融
市
場
─
信
用
制
度
と
両
替
屋

大
阪
の
信
用
制
度
は
⑴
十
人
両
替
、
⑵
本
両
替
、
⑶
銭
両
替
を
中
心
に
発
達

す
る
。
と
り
わ
け
、
十
人
両
替
は
今
日
の
幹
事
銀
行
に
当
り
、
新
設
両
替
店
の

合
否
を
決
め
る
役
割
を
果
す
が
、
天
王
寺
屋
・
平
野
・
鴻
池
善
・
鴻
池
正
・
炭

安
・
炭
彦
・
近
江
屋
・
加
島
屋
・
米
平
・
米
長
の
十
家
の
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
十
人
両
替
は
、
同
時
に
幕
府
、
藩
の
公
金
（
御
用
役
）
の
出
納
に
従
事

す
る
。
ま
た
、
御
用
為
替
は
三
井
組
の
主
要
業
務
で
あ
る
。

⑵
の
本
両
替
は
町
に
見
ら
れ
る
一
般
両
替
店
で
あ
る
。
主
要
業
務
は
❟
貸
付

手
形
の
振
出
し
、
➈
為
替
取
組
等
を
業
務
と
す
る
。

こ
れ
ら
両
替
屋
の
大
手
は
資
本
金
二
十
万
両
以
上
を
擁
す
る
が
、
少
数
の
五

十
店
に
す
ぎ
な
い
。

⑶
の
銭
両
替
は
主
に
銭
の
交
換
を
主
要
業
務
に
す
る
小
規
模
な
店
で
あ
る
。

両
替
店
は
系
列
の
親
店
と
子
店
を
形
成
し
、
密
接
な
金
融
業
務
の
貸
し
と
借

り
の
関
係
を
成
し
、
子
の
両
替
店
か
ら
預
金
を
預あ

ず
か

り
、
ま
た
子
の
両
替
店
か

ら
の
手
形
振
出
を
受
け
る
。
親
両
替
屋
は
相
互
で
手
形
の
振
出
し
と
決
算
を
す

る
。貸

出
し
は
大
両
替
店
の
大
名
貸
し
を
中
心
に
し
て
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
担
保

は
年
貢
米
で
あ
る
。
大
名
は
大
阪
の
蔵
屋
敷
に
正
米
を
送
り
、
堂
島
米
取
引
所

で
入
札
に
か
け
る
。
ま
た
、
こ
の
正
米
の
外
に
納
屋
米
と
呼
ば
れ
る
米
は
私
に

市
場
外
で
売
ら
れ
る
。
蔵
屋
敷
の
正
米
を
扱
う
両
替
店
は
掛
屋
と
呼
ば
れ
る
。

両
替
店
は
堂
島
米
市
場
の
入
札
に
よ
る
販
売
に
対
し
、
為
替
手
形
を
振
出
し
、

一
種
の
資
金
の
貸
付
け
を
す
る
。
こ
の
貸
付
金
の
利
子
は
年
三
朱
を
平
均
に
し
、

最
高
五
朱
で
あ
る
。
貸
付
金
の
回
収
は
担
保
と
し
て
年
貢
米
を
指
定
す
る
。

大
名
貸
し
の
他
に
両
替
店
は
商
人
に
貸
出
し
、
月
一
分
の
利
子
を
徴
収
す

る
。
ま
た
、
商
品
を
担
保
に
貸
付
け
る
両
替
店
は
入
換
屋
と
云
い
、
主
に
米
、

砂
糖
等
を
指
定
す
る
。

両
替
屋
は
預
金
を
受
け
入
れ
、
代
り
に
振
出
手
形
を
出
す
。
商
人
は
預
金
の

身
返
り
と
し
て
借
入
金
或
い
は
手
形
を
振
出
す
。
他
方
、
両
替
屋
は
大
阪
支
店

と
の
間
で
送
金
と
小
切
手
（
振
出
手
形
）
を
振
出
す
。

大
阪
の
二
十
四
組
問
屋
は
江
戸
廻
送
商
品
を
江
戸
の
十
組
問
屋
へ
送
る
の
で

貸
し
勘
定
と
な
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
滞

と
ど
こ
お
り

金き
ん

と
し
て
累
積
さ
れ
、
大
阪
の

問
屋
経
営
を
揺
る
が
し
、江
戸
廻
り
商
品
の
縮
少
を
余
儀
な
く
す
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
大
阪
の
堂
島
米
市
場
は
大
名
の
正
米
を
入
札
で
売
買
す
る
。
そ
の
売

上
金
は
江
戸
の
大
名
へ
の
生
活
資
金
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
米
価
の
下
落
や

飢
饉
、
不
作
の
時
に
は
大
阪
の
蔵
屋
敷
の
掛
屋
＝
米
方
両
替
屋
か
ら
正
米
を
担

保
に
し
て
多
額
の
資
金
を
貸
り
、
貸
勘
定
へ
の
記
帳
と
な
る
。
大
阪
の
両
替
屋

は
大
名
の
貸
付
金
を
な
す
場
合
、
御
立
入
或
は
御
金
主
と
呼
ば
れ
る
。
大
名
は

資
金
の
借
入
れ
に
際
し
、
こ
の
両
替
屋
に
頼
む
が
、
之
を
御
頼
談
と
呼
び
、
主

に
家
老
の
任
務
と
な
る
。
貸
金
が
ま
と
ま
る
と
、
そ
の
担
保
は
廻
米
の
売
上
代

金
、
或
い
は
廻
米
と
な
る
。
こ
の
廻
米
売
上
代
金
の
保
証
は
蔵
屋
敷
の
掛
屋
、

つ
ま
り
両
替
店
で
あ
る
。
大
阪
の
蔵
屋
敷
の
掛
屋
＝
両
替
店
は
、
大
名
の
江
戸

屋
敷
へ
為
替
で
送
る
た
め
、
江
戸
為
替
手
形
を
買
入
れ
て
送
る
。
そ
の
際
、
江

戸
の
両
替
屋
は
大
阪
か
ら
の
江
戸
為
替
手
形
を
受
け
る
や
、
資
金
を
用
意
し
て

大
名
屋
敷
へ
行
く
が
、
一
時
預
り
を
す
る
場
合
、
此
の
資
金
を
他
に
貸
付
け
て

利
益
を
得
る
の
で
あ
る
。
両
替
店
の
利
益
は
他
に
金
と
銀
と
の
両
替
に
対
し
、

手
数
料
と
し
て
一
両
に
付
一
分
の
利
益
を
得
る
。
さ
ら
に
、
両
替
店
の
大
き
な

利
益
は
、
無
利
子
で
預
金
者
か
ら
預
っ
て
い
る
預
金
を
大
名
へ
の
貸
付
に
利
用

し
て
利
子
を
得
る
点
で
あ
る
。
特
に
、
大
名
へ
の
貸
付
回
数
と
金
額
が
大
き
く

な
る
と
、
両
替
店
は
大
名
か
ら
扶
持
を
受
け
る
。
鴻
池
は
一
万
石
の
扶
持
を
受

け
、
こ
の
扶
持
米
を
米
市
場
で
売
却
し
て
利
益
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
の
図
表
-16
は
大
名
へ
の
貸
金
＝
御
用
金
証
書
の
流
れ
で
あ
る
。
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（「
大
阪
市
史
」
第
五
巻

五
五
七
─
五
五
八
頁
）

大
阪
の
堂
島
米
市
場
は
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
に
許
可
さ
れ
、
蔵
屋
敷

の
発
行
し
た
株
切
手
を
株
仲
買
の
間
の
入
札
制
で
売
却
し
、
代
金
の
支
払
の
四

日
以
内
に
正
米
を
渡
す
。
こ
の
蔵
屋
敷
の
米
の
入
札
制
と
正
米
の
渡
し
の
流
通

路
は
次
の
図
表
-16
に
示
さ
れ
る
。

(「ビジュアル・ワイド江戸時代館」97 頁）

図表-16 堂島米市場の正米取引流通路
国　元

①年貢米の上納
②米の搬送
③米販売の公示
入札。その後
の敷銀・代銀
が掛屋に納め
られ、掛屋が
銀切手を発行
④仲買の持つ銀
切手と米切手
の引き替え
⑤米切手の売買
⑥米切手の売却
⑦米切手と米の
交換
⑧⑨蔵米の売買
⑩米代銀（一部）
の送金
⑪為替取り組み
での送金

大 名

農 民 蔵元

江　戸

江戸藩邸

大　坂②

⑩

蔵米の流れ

①

蔵 屋 敷

米仲買（正米方）

堂島米会所

蔵 米 問 屋

消費者

米 穀 仲 買
駄 売 問 屋
上 問 屋
上 精 問 屋
春 米 屋

③

⑤
⑦

⑥
⑧

⑪
両 替 商

⑪② ⑩④

⑨

貨幣の流れ

銀切手・米切手
の流れ

宮本又郎『近世日本の市場経済』より（一部改変）

掛屋
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日本自動車産業と総力戦体制の形成（十)


